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平
成
二
十
九
年
四
月
七
日

第
三
千
八
百
八
十
二
号

増

刊

①

告

示
（
第
三
百
四
号
）

○
福
岡
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
適
用
を
受
け
な
い
交
付
金
及
び
給
付
金
の
指
定

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
財

政

課
）
…
…
…
…
…
一

監
査
委
員

○
福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
監
査
委
員
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
一

○
福
岡
県
監
査
委
員
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令（

監
査
委
員
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
の
情
報
処
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓

令

（
監
査
委
員
事
務
局
総
務
課
）
…
…
…
…
…
二

再

掲

○
福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
障
が
い
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
障
が
い
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
会
計
管
理
局
会
計
課
）
…
…
…
…
…
三

○
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則

（
人

事

課
）
…
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人

事

課
）
…
…
…
…
…
二
三

○
福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人

事

課
）
…
…
…
…
…
三
十

○
福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
人

事

課
）
…
…
…
…
…
三
六

○
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
の
一
部
を

改
正
す
る
訓
令

（
障
が
い
福
祉
課
）
…
…
…
…
…
三
六

○
福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
人

事

課
）
…
…
…
…
…
三
七

○
福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

（
人

事

課
）
…
…
…
…
…
四
七

○
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
規
則

（
人
事
委
員
会
事
務
局
給
与
公
平
課
）
…
…
…
…
…
四
七

福
岡
県
告
示
第
三
百
四
号

福
岡
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
適
用
を
受
け
な
い
交
付
金
及
び
給
付
金
の
指
定
（
昭
和
三
十
三
年
四

月
福
岡
県
告
示
第
二
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
こ
の
告
示
の
日
か
ら
施
行
す
る

。

平
成
二
十
九
年
四
月
七
日

福
岡
県
知
事

小

川

洋

第
一
号
中
「
及
び
同
法
」
を
「
、
同
法
」
に
改
め
、
「
軽
油
引
取
税
交
付
金
」
の
下
に
「
並
び
に
同

法
附
則
第
七
条
の
四
及
び
地
方
税
法
及
び
航
空
機
燃
料
譲
与
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二

十
九
年
法
律
第
二
号
）
附
則
第
五
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
個
人
県
民
税
所
得
割
交
付
金
」
を
加
え
、

第
一
号
の
二
及
び
第
一
号
の
三
を
削
り
、
第
四
十
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

49

福
岡
県
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金
（
準
備
型
）
交
付
金

監
査
委
員
告
示
第
一
号

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
四
月
七
日

福
岡
県
監
査
委
員

山

下

郎

同

伊

藤

龍

峰

同

行

正

晴

實

同

岩

元

一

儀

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
事
務
取
扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

目

次

告

示

監
査
委
員
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福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
事
務
取
扱
規
程
（
昭
和
三
十
六
年
四
月
福
岡
県
監
査
委
員
告
示
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
二
号
ロ
中
「
新
社
会
推
進
部
」
を
「
人
づ
く
り
・
県
民
生
活
部
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
告
示
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局　
　

　

福
岡
県
監
査
委
員
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
七
日

福
岡
県
監
査
委
員　
　

山　

下　

　

郎　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

龍　

峰　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

行　

正　

晴　

實　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

岩　

元　

一　

儀　
　

　
　
　

福
岡
県
監
査
委
員
認
証
局
利
用
規
程
を
廃
止
す
る
訓
令

　

福
岡
県
監
査
委
員
認
証
局
利
用
規
程
（
平
成
十
五
年
二
月
福
岡
県
監
査
委
員
訓
令
第
一
号
）
は
、
廃

止
す
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

福
岡
県
監
査
委
員
訓
令
第
二
号

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局　
　

　

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
の
情
報
処
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定

め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
四
月
七
日

福
岡
県
監
査
委
員　
　

山　

下　

　

郎　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

伊　

藤　

龍　

峰　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

行　

正　

晴　

實　
　

同　
　
　
　
　
　
　
　

岩　

元　

一　

儀　
　

　
　
　

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
の
情
報
処
理
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局
の
情
報
処
理
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
五
年
二
月
福
岡
県
監
査
委
員
訓
令

第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

本
則
中
「
平
成
十
一
年
八
月
福
岡
県
訓
令
第
十
号
」
を
「
平
成
二
十
四
年
二
月
福
岡
県
訓
令
第
一
号

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に

公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
五
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

福
岡
県
障
が
い
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
規
則

　

第
一
条
中
「
福
岡
県
障
害
者
就
労
支
援
ホ
ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
就
労
支
援
ホ

ー
ム
あ
け
ぼ
の
園
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

再
　
　
　
掲
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。
　

第
六
十
九
条
中
「
（
様
式
第
五
十
五
号
）
」
の
下
に
「
又
は
福
岡
県
文
書
管
理
規
程
（
平
成
十
六
年

一
月
福
岡
県
訓
令
第
一
号
）
第
十
一
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
収
受
印
」
を
加
え
る
。

　

第
九
十
四
条
第
二
項
後
段
を
削
る
。

　

第
九
十
七
条
第
七
項
中
「
口
座
振
替
一
覧
表
又
は
支
払
情
報
内
容
一
覧
表
に
」
を
削
り
、
「
支
払
年

月
日
及
び
支
払
内
容
等
を
記
載
し
、
整
理
し
」
を
「
そ
の
支
払
状
況
を
口
座
振
替
一
覧
表
又
は
支
払
情

報
内
容
一
覧
表
で
確
認
し
」
に
改
め
る
。

　

第
九
十
八
条
第
一
項
中
「
終
了
後
」
を
「
終
了
し
た
日
」
に
、
「
旅
行
完
了
後
）
五
日
ま
で
」
を
「

旅
行
完
了
の
日
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
五
日
（
福
岡
県
の
休
日
を
定
め
る
条
例
第
一
条
第
一
項
に
規

定
す
る
県
の
休
日
を
除
く
。
）
以
内
」
に
改
め
る
。

　

第
百
七
十
三
条
第
一
項
中
「
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
」
を
「
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
」
に
改
め
る
。

　

第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
第
六
号
中
「
五
万
円
」
を
「
十
万
円
」
に
改
め
る
。

　
別
表
四
中　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

に
制
定
し
、
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
　

規
則

　

福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
福
岡
県
規
則
第

五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

福
岡
県
障
が
い
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

　

第
一
条
中
「
福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
条
例
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
一
項
中
「
福
岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
に
、
「
、
障
害
者
」
を
「
、
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
る
。

　

別
記
様
式
中
「福

岡
県
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ

ーシ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー条
例

」
を
「福

岡
県
障
が
い
者
リ

ハ
ビ
リ
テ

ーシ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー条
例

」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定

（
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日

か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

一
件
の
金
額

二
千
万
円
以
上
の
も

の（
工
事
請
負
に
係
る

も
の
は
八
千
円
以
上

の
も
の
）

一
件
の
金
額

千
万
円
以
上
の
も
の

（
工
事
請
負
に
係
る

も
の
は
八
千
万
円
以

上
の
も
の
）

一
件
の
金
額

五
千
万
円
以
上
の
も

の（
工
事
請
負
に
係
る

も
の
は
一
億
円
以
上

の
も
の
）

工
事
請
負
に
係
る
も

の
で
一
件
の
金
額
が

一
億
円
以
上
の
も
の
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様
式
第
五
十
五
号
そ
の
一
及
び
そ
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

一
件
の
金
額

七
百
万
円
以
上
の
も

の（
工
事
請
負
に
係
る

も
の
は
八
千
万
円
以

上
の
も
の
）

一
件
の
金
額

千
万
円
以
上
の
も
の

（
工
事
請
負
に
係
る

も
の
は
八
千
万
円
以

上
の
も
の
）

一
件
の
金
額

千
万
円
以
上
の
も
の

一
件
の
金
額

五
百
万
円
以
上
の
も

の

一
件
の
金
額

三
千
万
円
以
上
の
も

の（
工
事
請
負
に
係
る

も
の
は
一
億
円
以
上

の
も
の
）

工
事
請
負
に
係
る
も

の
で
一
件
の
金
額
が

一
億
円
以
上
の
も
の

一
件
の
金
額

五
千
万
円
以
上
の
も

の一
件
の
金
額

一
億
円
以
上
の
も
の

一
件
の
金
額

八
千
万
円
以
上
の
も

の

一
件
の
金
額

一
億
円
以
上
の
も
の
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様式第 号その 第 条 本庁、財務担当所

概ね センチ

メートル

概ね センチメートル



第３８８２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年４月７日　金曜日 6

様式第 号その 第 条 旅券用

概ね セン

チメートル

概ね センチメートル
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様
式
第
六
十
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号 第 条

領 収 証 紙 返 還 申 請 書

申請年月日 年 月 日

福岡県知事

申請者 〒

住 所

氏 名 印

電話番号

福岡県領収証紙を買い受けましたが、下記のとおり返還したいので、申請します。

記

返還しようとする証紙

券種 枚数 金 額

円 枚 十 万 千 百 十 円

計

返還の理由等

領収証紙の購入目的

購 入 場 所

返還を希望する理由

払戻金の振込口座

金融機関名 銀行 支店

預金種目 口座番号

口座名義人

カタカナ
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様
式
第
六
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号 第 条

領 収 証 紙 交 換 申 請 書

申請年月日 年 月 日

福岡県知事 殿

申請者 〒

住所

氏名 印

福岡県領収証紙を買い受けましたが、下記のとおり交換したいので、申請します。

記

交換しようとする証紙

券種
交換前の証紙 交換後の証紙

枚数 金 額 枚数 金 額

円 枚 十 万 千 百 十 円 枚 十 万 千 百 十 円

計

交換の理由

領収証紙の購入目的

購入場所

交換を希望する理由

交換を希望する場所
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様
式
第
七
十
六
号
継
紙
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号継紙 第 条

文書番号 保存期間 照合 施行

ファイル名

起案 年 月 日 施行予定 年 月 日

決裁 年 月 日 施行 年 月 日

回付上の取扱い

□至急 □秘 □公印省略 □事前押印 □印影印刷

□特例帳票 □例文登録 号

□その他［ ］

施行上の取扱い

□郵送［ ］□使送 □直渡し

□公報登載 □行コミメール □ファクシミリ

□その他［ ］

決裁権者 知事

次長 部長 副知事 副知事 知事

係 係長 課長補佐 課 室 長

起案者 印

合議 係 係長 課長補佐 課長

所属名

あて先

発信者 □知事名 □部長名 □課長名 □所長名 □その他［ ］

件名

伺い文

財源関係の説明

区 分 事業費
左 の 財 源 内 訳 摘 要

補助金交付決定年月日

補助金収入年月日等国庫支出金 その他 一般歳入

当初月補正予算額 円 円 円 円

配 当 予 算 額

支出負担行為済額

差 引 額 ＝ －

今 回 執 行 額

残 額 －

支出負担行為の説明 予算執行の理由、計画、通知等の起案、その他

備考 この様式は、本庁の支出負担行為の決裁の場合に使用すること。

当初月補正予算額

補助金交付決定年月日

補 助 金 収 入 年 月 日 等
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様
式
第
百
三
十
一
号
そ
の
三
、
様
式
第
百
三
十
二
号
そ
の
三
、
様
式
第
百
三
十
三
号
及
び
様
式
第

百
三
十
四
号
中
「2.8パ

ー
セ
ン
ト

」
を
「2.7パ

ー
セ
ン
ト

」
に
改
め
る
。

　

様
式
第
百
六
十
三
号
そ
の
一
及
び
そ
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号その 第 条

行政財産使用許可書

第 号

申請者 住 所

氏 名

法人にあつては、名称及び代表者氏名

年 月 日付け第 号文書で申請のあつた

の一部使用については、地方自治法 昭和 年法律第 号 第 条の 第 項の規定により次

の条件をつけて許可します。

年 月 日

使用許可権者 印

使用許可財産

使用許可する財産は、次のとおりとする。

財産の名称

財産の所在

使用許可場所 別添図面に表示された部分

使用許可面積

使用人員 人

用途

使用許可場所は、 を行うために使用し、その他の用途に使用してはなら

ない。

使用許可期間

使用を許可する期間は、 年 月 日から 年 月 日までとす

る。

使用料

使用料は、 円とする。なお、納入した使用料は、原則として返還しない。

管理経費の負担

電気料、電話料等の諸設備経費 以下「管理経費」という。 は、申請者の負担とする。

この場合の負担額は、別に指示する。

使用料及び管理経費の改定

県は、法令の改正及び経済情勢の変動その他の理由があるときは、使用料及び管理経費

を改定することができるものとする。

使用料等の納入

使用料及び管理経費は、県が発行する納入通知書により、その指定する納付期限までに、

その指定する場所において納入しなければならない。

使用許可場所の管理

使用許可場所は、常に善良なる管理者の注意をもつて維持保存しなければならない。

実地検査等

県において必要があるときは、使用財産について随時実地に検査し、資料の提出又は報

告を求め、その維持使用に関し必要な指示をすることができるものとする。

原状変更行為の制限

使用許可場所について修繕、模様替えその他の行為をするときは、事前に文書で承認

を受けなければならない。
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転貸等の禁止

使用許可場所は、他の者に転貸し、又は担保に供してはならない。

使用上の損傷等

使用を許可された場所の全部又は一部をき損したときは、速やかに 財産管理者名 に

報告し、その指示を受けて自己の負担により原状に回復しなければならない。

使用許可の取消し

次の各号のいずれかに該当するときは、地方自治法第 条の 第 項の規定に基づき、

この許可を取り消すことがある。

使用を許可した場所を公用又は公共用に供するため必要とするとき。

許可条件に違反したとき。

申請者が虚偽の申請を行い使用許可を受けたとき。

申請者（法人又は法人格を有しない団体 この様式において「法人等」という。 に

あつては、その役員 法人にあつては法人登記簿に登載されている者をいい、法人格

を有しない団体にあつては役員として活動している者をいう。）又は使用人）が、暴

力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者と判明したとき。

使用許可を受けた申請者が、暴力団にとつて有益な行為を行うことにより、暴力団

の組織の維持・拡大に資するおそれがあるとき。

原状回復

使用許可期間が満了するときは満了日までに、使用許可が取り消されたときは別に指

定する期日までに、使用許可場所を自己の負担により原状に回復し返還しなければならな

い。ただし、 財産管理者名 が原状回復をする必要がないと認めたときは、この限りでな

い。

許可取消しによる損失の取扱い

県が地方自治法第 条の 第 項の規定に基づき、使用の許可を取り消した場合におい

て、その取消しにより申請者に損失が生じても、県は、その損失を補償しない。

有益費等の請求権

使用許可財産について支出した有益費、必要費その他の費用については、県に請求す

ることができないものとする。

損害賠償

許可条件に違反したために県に損害を与えたときは、県の定める損害賠償金を支払わ

なければならない。

細部事項の取扱い

使用許可場所の使用に係る細部事項は、 財産管理者名 の指示するところによる。

使用許可期間の更新

使用許可期間を更新しようとするときは、使用期間満了日の 月前までに、使用許可権

者に申請書を提出しなければならない。

備考 福岡県財務規則第 条第 項第 号の用途以外のため使用させるときは、この

様式によること。

使用を許可する物件の性質等により、上記以外の条件を付する必要があるとき

は、その条件を付すること。
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様式第 号その 第 条

行政財産使用許可書

第 号

申請者 住 所

氏 名

法人等にあつては、名称及び代表者氏名

年 月 日付け第 号文書で申請のあつた

の一部使用については、地方自治法 昭和 年法律第 号 第 条の 第 項の規定により次

の条件をつけて許可します。

年 月 日

使用許可権者 印

使用許可財産

使用許可する財産は、次のとおりとする。

財産の名称

財産の所在

使用許可場所 別添図面に表示された部分

使用許可面積

用途

使用許可場所は、 を行うために使用し、その他の用途に使用してはな

らない。

使用許可期間

使用を許可する期間は、 年 月 日から 年 月 日までとす

る。

使用料

使用料は、 円とする。なお、納入した使用料は、原則として返還しない。

管理経費の負担

電気料、電話料等の諸設備経費 以下「管理経費」という。 は、申請者の負担とする。

この場合の負担額は、別に指示する。

使用料及び管理経費の改定

県は、法令の改正及び経済情勢の変動その他の理由があるときは、使用料及び管理経費

を改定することができるものとする。

使用料等の納入

使用料及び管理経費は、県が発行する納入通知書により、その指定する納付期限までに、

その指定する場所において納入しなければならない。

使用許可場所の管理

使用許可場所は、常に善良なる管理者の注意をもつて維持保存しなければならない。

実地検査等

県において必要があるときは、使用財産について随時実地に検査し、資料の提出又は報

告を求め、その維持使用に関し必要な指示をすることができるものとする。

原状変更行為の制限

使用許可場所について修繕、模様替えその他の行為をするときは、事前に文書で承認

を受けなければならない。

転貸等の禁止
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使用許可場所は、他の者に転貸し、又は担保に供してはならない。

使用上の損傷等

使用を許可された場所の全部又は一部をき損したときは、速やかに 財産管理者名 に

報告し、その指示を受けて自己の負担により原状に回復しなければならない。

使用許可の取消し

次の各号のいずれかに該当するときは、地方自治法第 条の 第 項の規定に基づき、

この許可を取り消すことがある。

使用を許可した場所を公用又は公共用に供するために必要とするとき。

許可条件に違反したとき。

申請者が虚偽の申請を行い使用許可を受けたとき。

申請者（法人又は法人格を有しない団体 この様式において「法人等」という。 に

あつては、その役員 法人にあつては法人登記簿に登載されている者をいい、法人格

を有しない団体にあつては役員として活動している者をいう。）又は使用人）が、暴

力団員又は暴力団若しくは暴力団員と密接な関係を有する者と判明したとき。

使用許可を受けた申請者が、暴力団にとつて有益な行為を行うことにより、暴力団

の組織の維持・拡大に資するおそれがあるとき。

原状回復

使用許可期間が満了するときは満了日までに、使用許可が取り消されたときは別に指

定する期日までに、使用許可場所を自己の負担により原状に回復し返還しなければならな

い。ただし、 財産管理者名 が原状回復をする必要がないと認めたときは、この限りでな

い。

許可取消しによる損失の取扱い

県が地方自治法第 条の 第 項の規定に基づき、使用の許可を取り消した場合におい

て、その取消しにより申請者に損失が生じても、県は、その損失を補償しない。

有益費等の請求権

使用許可財産について支出した有益費、必要費その他の費用については、県に請求す

ることができないものとする。

損害賠償

許可条件に違反したために県に損害を与えたときは、県の定める損害賠償金を支払わ

なければならない。

細部事項の取扱い

使用許可場所の使用に係る細部事項は、 財産管理者名 の指示するところによる。

使用許可期間の更新

使用許可期間を更新しようとするときは、使用期間満了日の 月前までに、使用許可権

者に申請書を提出しなければならない。

備考 福岡県財務規則第 条第 項第 号の用途のため使用させるときは、この様式

によること。

の の使用許可面積は、電柱にあつては「種類ごとの本数」、地下埋設物に

あつては「外径ごとの延長」と読み替えるものとすること。

使用を許可する物件の性質等により、上記以外の条件を付する必要がないもの

は、その条件を補正して使用すること。
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様
式
第
百
六
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号（第 条）

公有財産借受願書

年 月 日

福岡県知事 殿

借受願人 住 所

フリガナ

氏 名 印

電 話

生年月日

性 別

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入）

連帯保証人 住 所

フリガナ

氏 名 印

電 話

生年月日

性 別

（法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入）

下記の財産を福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）第２２３条の規定に基

づき貸し付けてくださるようお願いします。

記

１ 所在地及び地番

２ 地目又は建物の種類、構造

３ 数量

４ 借受目的又は用途

５ 借受希望期間

６ 借受希望料金

７ 借受願を提出する理由

８ 関係図面（別添のとおり字図写、位置図、実測図）

９ 申請者（法人又は法人格を有しない団体（この様式において「法人等」という。）に

あつては、その役員（法人にあつては法人登記簿に登載されている者をいい、法人格を

有しない団体にあつては役員として活動している者をいう。）及び使用人）は、暴力団

員ではありません。また、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者でもありません。

なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。

添付書類

借受後の利用計画書（資金計画を含む。）

関係図書（位置図、実測図）

（建築目的のものについては、予定建築物の配置図、平面図）

法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした

定款又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別

を記載した書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体である

ときは添付を要しないものとする。）
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様
式
第
百
六
十
九
号
及
び
様
式
第
百
七
十
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第 号（第 条）

公有財産借受期間延長願書

年 月 日

福岡県知事 殿

借受願人 住 所

フリガナ

氏 名 印

電 話

生年月日

性 別

法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入

連帯保証人 住 所

フリガナ

氏 名 印

電 話

生年月日

性 別

法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入

下記の財産を福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）第２２３条の規定に基づき

借り受けていましたが、 年 月 日をもつて借受期間が満了しますので、借受期

間を延長してくださるようお願いします。

記

１ 従来の借受状況

契約締結年月日

借受期間満了年月日

借受料金

借受料金の納付状況（借受期間中）

２ 今後の借受について

所在地及び地番

地目又は建物の種類、構造

数 量

借受目的又は用途

借受希望期間

借受希望料金

３ 申請者（法人又は法人格を有しない団体 この様式において「法人等」という。 にあつて

は、その役員（法人にあつては法人登記簿に登載されている者をいい、法人格を有しない団

体にあつては役員として活動している者をいう。）及び使用人）は、暴力団員ではありませ

ん。また、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者でもありません。

なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。

４ 添付書類

法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした定款

又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別を記載し

た書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体であるときは添付を

要しないものとする。）
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様式第 号（第 条）

公有財産借受期間更新願書

年 月 日

福岡県知事 殿

借受願人 住 所

フリガナ

氏 名 印

電 話

生年月日

性 別

法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入

連帯保証人 住 所

フリガナ

氏 名 印

電 話

生年月日

性 別

法人等にあつては、名称及び代表者氏名等を記入

下記の財産を福岡県財務規則（昭和３９年福岡県規則第２３号）第２２３条の規定に基づき

借り受けていましたが、 年 月 日をもつて借受期間が満了しますので借受期間

を更新してくださるようお願いします。

記

１ 従来の借受状況

契約締結年月日

借受期間満了年月日

借受料金

借受料金の納付状況（借受期間中）

２ 今後の借受について

所在地及び地番

地目又は建物の種類、構造

数 量

借受目的又は用途

借受希望期間

借受希望料金

３ 申請者（法人又は法人格を有しない団体 この様式において「法人等」という。 にあつて

は、その役員（法人にあつては法人登記簿に登載されている者をいい、法人格を有しない団

体にあつては役員として活動している者をいう。）及び使用人）は、暴力団員ではありませ

ん。また、暴力団又は暴力団員と密接な関係を有する者でもありません。

なお、これらの確認のため、警察当局へ情報照会を行うことについて承諾します。

４ 添付書類

法人等にあつては、その法人等の設立目的及び代表権を有することを明らかにした定款

又は寄附行為等の書類並びに役員の役職名、氏名（フリガナ）、生年月日及び性別を記載し

た書類（ただし、申請者が、国、地方公共団体又はその他の公共団体であるときは添付を

要しないものとする。）
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福
岡
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
四
年
福
岡
県
規
則
第
六
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
一
号
の
表
財
産
活
用
課
の
項
中
「
公
有
財
産
係
」
を
「
公
有
財
産
係　

財
産
活
用

係
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
の
表
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
四
号
の
表
健
康
増
進
課
の
項
中
「
疾
病
対
策
係　

健
康
づ
く
り
係　

保
健
事
業
係

」
を
「
保
健
事
業
係　

健
康
づ
く
り
係
」
に
改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
四
号
の
表
保
健
衛
生
課
の
項
中
「
保
健
衛
生
課
」
を
「
生
活
衛
生
課
」
に
改
め
、

「
感
染
症
係
」
を
削
り
、
同
項
第
五
号
の
表
障
害
者
福
祉
課
の
項
中
「
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い

福
祉
課
」
に
改
め
、
同
表
労
働
局
の
項
中
「
障
害
者
雇
用
係
」
を
「
障
が
い
者
雇
用
係
」
に
改
め
、
同

項
第
七
号
の
表
新
事
業
支
援
課
の
項
中
「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
係
」
を
「
創
業
支
援
係
」
に
改
め

、
同
項
第
八
号
の
表
輸
出
促
進
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
七
条
第
二
項
第
九
号
の
表
道
路
建
設
課
の
項
中
「
橋
梁
係
」
を
「
橋
梁
係　

高
速
道
係
」
に
改
め

、
同
表
砂
防
課
の
項
中
「
砂
防
係
」
を
「
砂
防
係　

土
砂
災
害
対
策
係
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
二
第
一
項
の
表
財
政
課
の
項
を
削
り
、
同
表
総
合
政
策
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

第
七
条
の
二
第
二
項
の
表
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
の
項
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
七
条
の
二
第
二
項
の
表
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
室
の
項
中
「
総
務
企
画
係
」
を
「
総
務

企
画
係　

式
典
係
」
に
改
め
る
。

　

第
十
四
条
第
十
五
号
中
「
（
総
務
部
財
政
課
分
権
改
革
推
進
室
に
係
る
も
の
（
公
印
の
管
守
、
職
員

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
四
号

　
　
　

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則

　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
百
五
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
知

事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

��

第
一
順
位　

副
知
事　

服
部
誠
太
郎

��

第
二
順
位　

副
知
事　

大
曲
昭
恵

��

第
三
順
位　

副
知
事　

江
口
勝

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
の
廃
止
）

２　

知
事
の
職
務
を
代
理
す
る
副
知
事
の
順
序
を
定
め
る
規
則
（
平
成
二
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
四
十�

七
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ス
ポ
ー
ツ
第
一
係　

ス
ポ
ー
ツ
第
二
係

が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課

難
病
対
策
係　

が
ん
・
疾
病
対
策
係　

感
染
症
対
策
係

福
岡
の
食
販
売
促
進
課

販
売
促
進
第
一
係　

販
売
促
進
第
二
係

総
合
政
策
課

分
権
改
革
推
進
室

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
室

総
括
調
整
係　

普
及
支
援
係
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ヘ　

新
し
い
県
立
美
術
館
の
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
五
条
中
第
八
号
を
第
十
号
と
し
、
第
七
号
を
第
九
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加

え
る
。

　

七　

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
こ
と
。

　

八　

大
規
模
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大
会
及
び
事
前
キ
ャ
ン
プ
地
の
誘
致
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
五
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
第
一
係
の
所
掌
事
務
は
、
前
項
第
一
号
、
第
五
号
、
第
九
号
及
び
第

十
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

３　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
第
二
係
の
所
掌
事
務
は
、
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
六

号
及
び
第
七
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

　

第
二
十
八
条
第
一
号
中
ヌ
を
ル
と
し
、
ニ
か
ら
リ
ま
で
を
ホ
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ニ　

福
岡
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条

例
第
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
第
一
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ロ
か
ら
ニ
ま
で
を
ハ
か
ら
ホ
ま
で
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

健
康
危
機
管
理
の
総
括
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
二
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

保
健
事
業
係

イ　

地
域
保
健
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
市
町
村
保
健
セ
ン
タ
ー
及
び
人
材
確
保
支
援

計
画
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

栄
養
士
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
試

験
及
び
免
許
に
関
す
る
こ
と
。

ハ　

調
理
師
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
試
験

及
び
免
許
に
関
す
る
こ
と
。

ニ　

歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
施
行
に
関

す
る
こ
と
。

ホ　

福
岡
県
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
十
六
号
）

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。

）
を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
同
条
第
十
七
号
中
「
（
総
務
部
財
政
課
分
権
改
革
推
進
室
に
係
る
も
の
を

含
む
。
）
」
を
削
る
。

　

第
十
四
条
の
二
を
削
る
。

　

第
二
十
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
同
条
第
四
号
イ
中
「
総
合
庁
舎
」
を
「
総
合
庁
舎
等
」
に
改

め
、
同
号
を
同
条
第
五
号
と
し
、
同
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。

　

三　

財
産
活
用
係

　
　

イ　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
関
す
る
こ
と
。

　
　

ロ　

県
の
公
有
財
産
の
有
効
活
用
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
の
四
第
一
項
第
十
七
号
及
び
第
十
八
号
中
「
世
界
遺
産
登
録
推
進
室
」
を
「
分
権
改
革
推

進
室
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
条
の
四
の
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
総
合
政
策
課
分
権
改
革
推
進
室
の
所
掌
事
務
）

第
二
十
条
の
四
の
二　

第
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
企
画
・
地
域
振
興
部
総
合
政
策
課
分
権
改
革

推
進
室
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一　

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

二　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及

び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
の
四
の
三
中
「
所
掌
事
務
」
を
「
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
」
に
改
め
、
同
条
各
号
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。

　

一　

総
括
調
整
係

イ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
総
合
企
画
、
調
査
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
の
う
ち
、
公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集

及
び
保
存
並
び
に
公
文
書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

普
及
支
援
係

　
　

イ　

エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
の
推
進
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

　

第
二
十
二
条
第
一
号
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
ヘ
か
ら
ル
ま
で
を
ト
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
同
号
ホ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。
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ト　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

が
ん
・
疾
病
対
策
係

イ　

児
童
福
祉
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
児
童
の
保
健
並
び
に
身
体
に
障
害
の
あ
る
児

童
及
び
疾
病
に
よ
り
長
期
に
わ
た
り
療
養
を
必
要
と
す
る
児
童
の
療
育
指
導
並
び
に
同
法
第
十�

九
条
の
二
十
二
の
規
定
に
基
づ
く
小
児
慢
性
特
定
疾
病
児
童
等
自
立
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と

。
ロ　

臓
器
の
移
植
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
百
四
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ハ　

ハ
ン
セ
ン
病
問
題
の
解
決
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
八
十
二
号
）
の
施

行
に
関
す
る
こ
と
。

ニ　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
医
療
費
支
給
に
関

す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

ホ　

疾
病
対
策
に
係
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
及
び
他
係
に
属
し
な
い
こ
と
。

ヘ　

肝
炎
総
合
対
策
に
関
す
る
こ
と
（
医
療
費
支
給
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
。

ト　

が
ん
対
策
の
推
進
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

感
染
症
対
策
係

イ　

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百�

十
四
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ハ　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行

に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
三
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
保
健
衛
生
課
」
を
「
生
活
衛
生
課
」
に
改
め
、
同
条

第
二
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ヘ　

福
岡
県
食
品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
三
十�

九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
三
第
四
号
を
削
る
。

　

第
三
十
一
条
の
七
第
三
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

ハ　

認
知
症
対
策
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
七
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ニ　

高
齢
者
虐
待
の
防
止
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

ヘ　

医
療
社
会
事
業
の
向
上
及
び
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

ト　

成
人
保
健
に
関
す
る
こ
と
。

チ　

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
等
に
お
け
る
保
健
師
活
動
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

リ　

市
町
村
保
健
師
活
動
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

ヌ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
（
保
健
医
療
介
護
部
健
康
増
進
課
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
推
進
室
に
係

る
も
の
（
公
印
の
管
守
、
職
員
の
服
務
、
文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
集
及
び
保
存
並
び
に
公
文

書
の
開
示
等
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
を
含
む
。
）
。

ル　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
（
保
健
医
療
介
護
部
健
康
増
進
課
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
推
進
室

に
係
る
も
の
を
含
む
。
）
。

ヲ　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
二
第
二
号
イ
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
四
十
五
号
）
」
を
削
り
、
「
こ
と

」
の
下
に
「
（
試
験
及
び
免
許
に
関
す
る
こ
と
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
（
昭
和
三
十
三

年
法
律
第
百
四
十
七
号
）
」
を
削
り
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
試
験
及
び
免
許
に
関
す
る
こ
と
を
除
く

。
）
」
を
加
え
、
同
号
中
ホ
を
削
り
、
へ
を
ホ
と
し
、
ト
を
削
り
、
チ
を
へ
と
し
、
リ
を
ト
と
し
、
同

条
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
四
号
中
イ
を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
を
削
り
、
同
号
を

同
条
第
三
号
と
す
る
。

　

第
三
十
一
条
の
二
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
の
所
掌
事
務
）

第
三
十
一
条
の
二
の
三　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
保
健
医
療
介
護
部
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
の

各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

難
病
対
策
係

イ　

児
童
福
祉
法
第
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
）
の
施
行

に
関
す
る
こ
と
。

ハ　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
）
の
施
行

に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
医
療
費
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

ニ　

特
定
疾
患
に
関
す
る
こ
と
。

ホ　

肝
炎
総
合
対
策
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
医
療
費
支
給
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。
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第
三
十
二
条
の
二
の
二
第
四
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
ホ
か
ら
チ
ま
で
を
ヘ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ニ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ホ　

中
小
企
業
に
お
け
る
経
営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
三
十
三

号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
二
条
の
二
の
三
第
一
号
イ
中
「
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
を

「
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
」
に
改
め
、
同
号
中
ハ
を
削
り
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
か
ら
ト
ま
で
を
ニ
か

ら
ヘ
ま
で
と
し
、
同
条
第
三
号
中
「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
振
興
係
」
を
「
創
業
支
援
係
」
に
改
め
、
同

号
イ
中
「
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
振
興
」
を
「
創
業
支
援
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
二
条
の
三
第
二
号
中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
を
ハ
と
し
、
ホ
を
ニ
と
す
る
。

　

第
三
十
三
条
第
五
号
中
「
財
団
法
人
」
を
「
公
益
財
団
法
人
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
五
条
第
一
号
中
イ
を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

企
業
誘
致
に
資
す
る
産
業
用
地
等
の
整
備
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
七
条
第
二
号
ロ
中
「
食
の
安
全
・
地
産
地
消
課
」
を
「
輸
出
促
進
課
、
福
岡
の
食
販
売
促
進

課
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
イ
中
「
団
体
指
導
課
、
経
営
技
術
支
援
課
」
を
「
食
の
安
全
・
地
産
地
消

課
、
団
体
指
導
課
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
イ
中
「
農
林
水
産
部
の
」
の
下
に
「
経
営
技
術
支
援
課
、

」
を
加
え
る
。

　

第
四
十
二
条
第
一
号
中
イ
を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
ハ
か
ら
ル
ま
で
を
ロ
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
同
条

第
四
号
中
イ
を
削
り
、
ロ
を
イ
と
し
、
ハ
を
ロ
と
す
る
。

　

第
四
十
二
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
福
岡
の
食
販
売
促
進
課
の
所
掌
事
務
）

第
四
十
二
条
の
三　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
農
林
水
産
部
福
岡
の
食
販
売
促
進
課
の
各
係
ご
と
の

所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

販
売
促
進
第
一
係

イ　

農
林
水
産
物
及
び
加
工
食
品
等
（
以
下
「
農
林
水
産
物
等
」
と
い
う
。
）
の
販
売
促
進
に
係

る
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

農
林
水
産
物
等
の
販
売
促
進
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
首
都
圏
以
外
の
地
域
に
関
す
る
こ
と

。
ハ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

ニ　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
七
第
四
号
イ
中
「
介
護
支
援
専
門
員
」
を
「
介
護
員
養
成
研
修
及
び
介
護
支
援
専
門

員
」
に
改
め
、
同
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
三
十
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事

務
の
う
ち
、
介
護
福
祉
士
養
成
施
設
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
七
の
二
第
四
号
ハ
中
「
及
び
認
知
症
対
策
」
を
削
る
。

　

第
三
十
一
条
の
七
の
五
中
「
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
の
七
の
六
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改

め
、
同
条
第
一
号
中
ヘ
を
ト
と
し
、
同
号
ホ
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所

」
に
改
め
、
同
号
ホ
を
同
ヘ
と
し
、
同
号
中
ロ
か
ら
ニ
ま
で
を
ハ
か
ら
ホ
ま
で
と
し
、
イ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

福
岡
県
障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡

県
条
例
第
十
一
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
七
の
九
第
二
号
中
「
障
害
者
雇
用
係
」
を
「
障
が
い
者
雇
用
係
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
の
八
第
一
項
第
二
号
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
の
九
第
三
号
中
カ
を
ヨ
と
し
、
チ
か
ら
ワ
ま
で
を
リ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
ト
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

チ　

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
一
号
）

の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
九
第
四
号
チ
中
「
有
明
海
及
び
八
代
海
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法

律
」
を
「
有
明
海
及
び
八
代
海
等
を
再
生
す
る
た
め
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
一
条
の
十
第
一
号
中
ト
を
チ
と
し
、
ハ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ニ
か
ら
ト
ま
で
と
し
、
同
号
ロ
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三

年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
三
十
一
条
の
十
第
三
号
ロ
を
削
り
、
同
号
中
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
を
ハ
か
ら
ホ
ま
で
と

す
る
。

　

第
三
十
一
条
の
十
の
二
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
第
六
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を

一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。　
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第
五
十
四
条
第
三
号
中
ホ
を
ヘ
と
し
、
ロ
か
ら
ニ
ま
で
を
ハ
か
ら
ホ
ま
で
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

　
　

ロ　

水
防
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
高
潮
に
係
る
も
の
の
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
五
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

（
砂
防
課
の
所
掌
事
務
）

第
五
十
五
条　

第
七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
県
土
整
備
部
砂
防
課
の
各
係
ご
と
の
所
掌
事
務
は
、
次
の

と
お
り
と
す
る
。

　

一　

傾
斜
地
保
全
係

イ　

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
土
地
の
制
限

又
は
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

採
石
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
採
取
計
画
の
認
可
そ
の
他
災
害
防
止
命
令
等
に
係

る
土
木
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

ハ　

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
の
う
ち
、
他
係
に
属
し
な
い
こ
と
。

ニ　

地
す
べ
り
等
防
止
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
。

ホ　

急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る
災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
五
十
七
号

）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

ヘ　

ぼ
た
山
災
害
防
止
事
業
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

ト　

国
土
交
通
省
所
管
の
国
有
財
産
の
う
ち
、
砂
防
法
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
、
地
す
べ

り
等
防
止
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
地
す
べ
り
防
止
施
設
及
び
急
傾
斜
地
の
崩
壊
に
よ
る

災
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
急
傾
斜
地
崩
壊
防
止
施
設
に
関
す
る

こ
と
。

チ　

庶
務
に
関
す
る
こ
と
。

リ　

財
務
会
計
に
関
す
る
こ
と
。

　

二　

砂
防
係

イ　

砂
防
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
他
係
に
属
し
な
い
こ
と
。

ロ　

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
国
庫
負
担
法
の
規
定
に
基
づ
く
公
共
土
木
施
設
の
災
害
復

旧
事
業
の
う
ち
、
砂
防
設
備
に
係
る
も
の
の
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

土
砂
災
害
対
策
係

　

二　

販
売
促
進
第
二
係

イ　

農
林
水
産
物
等
の
販
売
促
進
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
首
都
圏
地
域
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
三
条
第
一
号
ニ
中
、
「
他
係
」
を
「
他
課
及
び
他
係
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
三
条
の
五
第
三
号
イ
中
「
第
六
号
イ
」
を
「
第
四
号
イ
」
に
、
「
第
七
号
イ
」
を
「
第
五
号

イ
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
三
条
の
八
第
二
号
中
リ
を
ヌ
と
し
、
ニ
か
ら
チ
ま
で
を
ホ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
ハ
の
次
に
次

の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ　

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
三
条
の
八
の
二
第
二
号
イ
中
「
、
式
典
行
事
」
及
び
「
及
び
関
連
行
事
」
を
削
り
、
同
号
を

同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

二　

式
典
係

イ　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
の
開
催
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
式
典
行
事
及
び
関
連
行
事
に

関
す
る
こ
と
。

　

第
四
十
三
条
の
九
第
二
号
中
ロ
を
削
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
ニ
か
ら
ル
ま
で
を
ハ
か
ら
ヌ
ま
で
と
す
る

。
　

第
五
十
二
条
第
一
号
ニ
中
「
高
速
自
動
車
道
等
」
を
「
高
速
自
動
車
国
道
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

　

五　

高
速
道
係

イ　

道
路
整
備
特
別
措
置
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
福
岡
県
道
路
公
社
及
び
福
岡
北
九

州
高
速
道
路
公
社
に
関
す
る
こ
と
。

ロ　

高
速
自
動
車
国
道
等
の
建
設
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

ハ　

福
岡
県
道
路
公
社
及
び
福
岡
北
九
州
高
速
道
路
公
社
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
三
条
第
一
号
イ
中
「
こ
と
」
を
「
事
務
の
う
ち
、
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
」
に
改
め
、
同
条

第
四
号
イ
中
「
技
術
に
関
す
る
こ
と
」
を
「
技
術
に
係
る
も
の
で
他
課
に
属
し
な
い
こ
と
」
に
改
め
る

。
　

第
五
十
四
条
第
一
号
中
ヲ
を
ワ
と
し
、
ハ
か
ら
ル
ま
で
を
ニ
か
ら
ヲ
ま
で
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

ハ　

水
防
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
高
潮
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
（
技
術
に
関
す

る
も
の
を
除
く
。
）
。
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第
八
十
六
条
の
十
一
第
二
号
中
ト
を
チ
と
し
、
へ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ト　

消
費
者
安
全
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
八
十
七
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
項
、
福
岡
県
嘉
穂
・
鞍
手

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
項
及
び
福
岡
県
南
筑
後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
項
中
「
高
齢
・
障
害
者
福

祉
係
」
を
「
高
齢
・
障
が
い
福
祉
係
」
に
改
め
る
。

　

第
八
十
九
条
第
一
項
第
三
号
イ
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　
　

⑹　

福
岡
県
食
品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
八
十
九
条
第
一
項
第
七
号
リ
中
「
環
境
の
保
全
の
た
め
の
意
欲
の
増
進
及
び
環
境
教
育
の
推
進
に

関
す
る
法
律
」
を
「
環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保
全
の
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
項

第
八
号
中
ツ
を
ネ
と
し
、
ヨ
か
ら
ソ
ま
で
を
タ
か
ら
ツ
ま
で
と
し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ヨ　

特
定
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
八
十
九
条
第
四
項
第
四
号
ロ
、
第
五
項
第
四
号
ロ
、
第
八
項
第
四
号
ロ
及
び
第
十
一
項
の
表
中
「

高
齢
・
障
害
者
福
祉
係
」
を
「
高
齢
・
障
が
い
福
祉
係
」
に
改
め
る
。

　

第
百
条
中
「
児
童
相
談
所
に
所
長
」
を
「
児
童
相
談
所
に
所
長
及
び
児
童
福
祉
法
務
専
門
監
」
に
改

め
る
。

　

第
百
五
条
の
表
中
「
福
岡
県
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
更
生
相
談
所
」
に
改
め

、
同
表
内
部
組
織
の
欄
中

「
知
的
障
害
者
支
援
課　
　
　
　
　

「
知
的
障
が
い
者
支
援
課　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

身
体
障
害
者
支
援
課
」　
　
　
　
　

身
体
障
が
い
者
支
援
課
」　
　
　
　

　

第
百
六
条
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所
」
に
改
め
る
。

　

第
百
七
条
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「

知
的
障
害
者
支
援
課
」
を
「
知
的
障
が
い
者
支
援
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
身
体
障
害
者
支
援

課
」
を
「
身
体
障
が
い
者
支
援
課
」
に
改
め
る
。

　

第
百
四
十
五
条
中
「
及
び
次
長
」
を
「
、
次
長
及
び
企
画
主
幹
」
に
改
め
る
。

　

第
百
六
十
四
条
第
二
項
第
一
号
ヘ
⑴
中
「
農
地
環
境
整
備
事
業
」
の
下
に
「
、
水
環
境
整
備
事
業
」

を
加
え
、
同
条
第
五
項
第
一
号
ホ
⑶
ア
中
「
事
業
の
う
ち
、
」
の
下
に
「
た
め
池
等
整
備
事
業
（
用
排

水
）
並
び
に
」
を
、
「
み
や
ま
市
」
の
下
に
「
及
び
大
川
市
」
を
加
え
、
同
号
へ
⑵
イ
中
「
た
め
池
等

整
備
事
業
」
の
下
に
「
（
用
排
水
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

イ　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二

年
法
律
第
五
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
五
十
八
条
第
五
号
中
ヘ
を
削
り
、
ト
を
ヘ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ト　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三

号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
表
福
岡
県
小
児
慢
性
特
定
疾
病
審
査
会
の
項
及
び
福
岡
県
指
定
難
病

審
査
会
の
項
中
「
健
康
増
進
課
」
を
「
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
」
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
生
活
衛
生

営
業
審
議
会
の
項
中
「
保
健
衛
生
課
」
を
「
生
活
衛
生
課
」
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
障
害
者
施
策
審
議

会
の
項
中
「
福
岡
県
障
害
者
施
策
審
議
会
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
施
策
審
議
会
」
に
、
「
障
害
者
福

祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
る
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
福
岡
県
情
報
公
開
審
査
会
の
項
中
「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
個
人
情
報
保
護
審
議
会
の
項
中
「
第
四
十
条
」
を
「
第
四
十
一
条
第

一
項
」
に
改
め
、
同
表
福
岡
県
青
少
年
問
題
協
議
会
の
項
中
「
青
少
年
育
成
課
」
を
「
政
策
課
」
に
改

め
、
同
表
福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
審
議
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
福
岡
県
薬
事
審
議
会
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　

第
六
十
五
条
第
一
項
第
二
号
の
表
福
岡
県
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
の
項
中
「
福
岡
県
障

害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
」
に
、
「
障

害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
五
条
第
二
項
の
表
中
「
福
津
市
西
福
間
四
丁
目
三
番
一
号
」
を
「
嘉
麻
市
牛
隈
一
七
九
四
番

地
」
に
改
め
る
。

福
岡
県
食
品
安
全
・

安
心
委
員
会

福
岡
県
食
品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
関
す
る
条
例
第
二�

十
一
条
の
規
定
に
よ
り
基
本
計
画
に
関
す
る
事
項
及
び
食

品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審

議
す
る
こ
と
。

保
健
医
療
介
護
部

生
活
衛
生
課

福
岡
県
国
民
健
康
保

険
運
営
協
議
会

持
続
可
能
な
医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
国
民
健

康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年

法
律
第
三
十
一
号
）
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国

民
健
康
保
険
法
第
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す

る
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
に
関
す
る
事
項
を
審
議
す

る
こ
と
。

保
健
医
療
介
護
部

医
療
保
険
課
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（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
福
岡
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

２　

福
岡
県
児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
五
十
九
号
）
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

　
　

様
式
第
二
十
一
号
の
十
六
中
「障

害
者
福
祉
課

」
を
「障

が
い
福
祉
課

」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
病
院
事
業
財
務
規
則
の
一
部
改
正
）

３　

福
岡
県
病
院
事
業
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
福
岡
県
規
則
第
七
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

　
　

第
三
条
第
三
項
中
「
疾
病
対
策
係
長
」
を
「
保
健
事
業
係
長
」
に
改
め
る
。　

　

（
福
岡
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

４　

福
岡
県
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
五
年
福
岡
県
規
則
第
三
十
八
号

）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
七
号
の
二
中
「障

害
者
福
祉
課

」
を
「障

が
い
福
祉
課

」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
高
速
道
路
対
策
室
設
置
規
則
の
廃
止
）

５　

福
岡
県
高
速
道
路
対
策
室
設
置
規
則
（
平
成
六
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
九
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

　

（
福
岡
県
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

６　

福
岡
県
身
体
障
害
者
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
規
則
第
百
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所
」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
、
様
式
第
五
号
及
び
様
式
第
十
二
号
中
「福

岡
県
障
害
者
更
生
相
談
所
長

」
を
「福

岡
県
障
が
い
者
更
生
相
談
所
長

」
に
改
め
る
。

様
式
第
十
四
号
中
「福

岡
県
障
害
者
更
生
相
談
所

」
を
「福

岡
県
障
が
い
者
更
生
相
談
所

」
に
改

め
る
。

　

（
福
岡
県
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

７　

福
岡
県
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
八
年
福
岡
県
規
則
第
五
十�

四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　
　

福
岡
県
障
が
い
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
条
例
施
行
規
則

　

第
二
百
三
十
一
条
第
一
項
の
表
福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務
所
の
項
内
部
組
織
の
欄
中

　
　
　
　
　
　
　

「
河
川
係　
　
　
　
　
　
　

「
災
害
事
業
室

「
河
川
係

　
　
　
　
　

を　
　

砂
防
係　
　
　

に
改
め
、　
　

災
害
事
業
係　
　

を
削
り
、

　

砂
防
係
」

　
　
　
　
　
　
　
　

災
害
事
業
係
」　
　
　
　
　
　

災
害
河
川
係
」

同
条
第
三
項
の
表
福
岡
県
南
筑
後
県
土
整
備
事
務
所
柳
川
支
所
の
項
内
部
組
織
の
欄
中
「
災
害
事
業
室

」
を
削
る
。

　

第
二
百
三
十
二
条
第
四
項
中
「
、
福
岡
県
八
女
県
土
整
備
事
務
所
の
災
害
事
業
室
」
を
削
り
、
「
、

福
岡
県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所
」
を
「
及
び
福
岡
県
那
珂
県
土
整
備
事
務
所
」
に
改
め
、
「
及
び
福
岡

県
南
筑
後
県
土
整
備
事
務
所
柳
川
支
所
の
災
害
事
業
室
」
を
削
る
。

　

第
二
百
三
十
三
条
第
一
項
第
七
号
カ
中
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
建

築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
一
号
イ
中
「
第
八

号
ヘ
」
を
「
第
七
号
ヘ
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
を
第

七
号
と
し
、
同
条
第
十
三
項
中
「
及
び
災
害
事
業
室
」
を
削
り
、
同
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を

第
四
号
と
す
る
。

　

第
二
百
四
十
条
第
二
項
の
表
福
岡
県
伊
良
原
ダ
ム
建
設
事
務
所
の
項
内
部
組
織
の
欄
中
「
工
務
第
三

係
」
を
削
る
。

　

第
二
百
五
十
四
条
第
二
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
イ
を
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る

。

イ　

水
防
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
高
潮
に
係
る
も
の
に
関
す
る
こ
と
（
技
術
に
関
す

る
も
の
を
除
く
。
）
。

　

第
二
百
五
十
四
条
第
三
号
中
イ
を
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ　

水
防
法
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
高
潮
に
係
る
も
の
の
技
術
に
関
す
る
こ
と
。

　

第
二
百
六
十
条
の
二
第
二
項
中
「
出
先
機
関
」
の
下
に
「
（
支
所
、
分
場
等
を
含
む
。
）
」
を
加
え

る
。

　

第
二
百
六
十
条
の
二
の
二
第
二
項
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
知
的
障
害
者
支
援
課
」
を
「
障
が
い
者

更
生
相
談
所
知
的
障
が
い
者
支
援
課
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則
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九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
求
め
、
所
属

職
員
に
、
当
該
事
業
者
の
事
務
所
、
事
業
所
そ
の
他
そ
の
事
業
を
行
う
場
所
に
立
ち
入
り
、
必

要
な
調
査
若
し
く
は
質
問
を
さ
せ
、
又
は
当
該
事
業
者
の
供
給
す
る
物
品
を
集
取
さ
せ
る
こ
と

。

　

第
二
十
条
第
二
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
二

号
と
し
、
第
五
号
を
第
三
号
と
し
、
第
六
号
を
削
る
。

　

第
二
十
条
中
第
十
九
項
を
第
二
十
項
と
し
、
第
十
八
項
を
第
十
九
項
と
し
、
第
十
七
項
を
第
十
八
項

と
し
、
同
条
第
十
六
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
第
五
号
を
第
四
号
と
し
、
同
項

を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三　

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
十
三
年

法
律
第
六
十
五
号
。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ　

法
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
者
に
対
し
、
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
確
実

か
つ
適
正
な
処
理
の
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
。

　

第
二
十
条
第
十
五
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号

を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六　

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
一
号
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

イ　

法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
特
殊
自
動
車
の
使
用
者
に
対
し
、
指
針
に

即
し
て
特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
こ
と
に
つ
い
て
指
導
及
び
助
言
を

行
う
こ
と
。

　

第
二
十
条
中
第
十
四
項
を
第
十
五
項
と
し
、
第
十
三
項
を
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
中
「
障

害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
第
二

号
中
「
第
五
十
条
第
六
号
の
三
」
を
「
第
五
十
条
第
六
号
の
二
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
二
項
と

し
、
同
条
中
第
十
項
を
第
十
一
項
と
し
、
第
四
項
か
ら
第
九
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第

三
項
中
「
保
健
衛
生
課
」
を
「
生
活
衛
生
課
」
に
改
め
、
同
項
中
第
四
号
を
削
り
、
第
五
号
を
第
四
号

と
し
、
第
六
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
十
四
号
を
削
り
、
第
十
五
号
を
第
十�

三
号
と
し
、
第
十
六
号
か
ら
第
十
九
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同

　
�　

第
一
条
中
「
福
岡
県
障
害
者
介
護
給
付
費
等
不
服
審
査
会
」
を
「
福
岡
県
障
が
い
者
介
護
給
付
費

等
不
服
審
査
会
」
に
改
め
る
。

　
　

第
七
条
中
「
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
る
。

　

（
福
岡
県
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
改
正
）

８　

福
岡
県
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
二
十
六
年
福
岡
県
規
則

第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
号
中
「健

康
増
進
課
疾
病
対
策
係

」
を
「が

ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
難
病
対
策
係

」
に

改
め
る
。

　

（
福
岡
県
食
品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

９　

福
岡
県
食
品
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
規
則
第

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　

第
八
条
中
「
保
健
衛
生
課
」
を
「
生
活
衛
生
課
」
に
改
め
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
六
号

　
　
　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
十
一
条
第
五
号
の
二
イ
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号

ロ
中
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
第
十
一
条
の
二
第
三
項
第
一
号

の
二
イ
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
条
の
三

第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
第
十
一
条
の
三
第
四
号
の
二
イ
中
「
第
十
条
の
三
第

三
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三

第
五
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
の
六
第
三
号
イ
中
「
第
四
条
第
二
項
」
を
「
第
七
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第



第３８８２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年４月７日　金曜日31

イ　

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
被
爆
者
一
般
疾
病
医
療
機
関
を
指
定

し
、
及
び
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

ロ　

施
行
令
第
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
施
行
令
第
十
二
条
及
び
第
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
き

、
被
爆
者
一
般
疾
病
医
療
機
関
の
指
定
申
請
書
の
記
載
事
項
変
更
等
の
届
出
及
び
辞
退
届
を
受

領
す
る
こ
と
。

四　

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十�

四
号
。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
（
法
第
十
九
条
か
ら
第
二
十�

二
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
入
院
等
の
措
置
で
特
定
感
染
症
医
療
機
関
又
は
第
一
種
感
染
症
医
療
機

関
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
）
以
外
の

病
院
又
は
診
療
所
に
つ
い
て
行
う
も
の
を
除
く
。
）

こ
の
号
中
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平

成
十
年
厚
生
省
令
第
九
十
九
号
）
を
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。

イ　

法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
師
の
届
出
（
結
核
患
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。

）
を
受
領
す
る
こ
と
。

ロ　

法
第
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
が
管
轄
す
る
区
域
外
に
居
住
す
る
者
に
つ

い
て
医
師
の
届
出
（
結
核
患
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
領
し
た
と
き
、
そ
の
者
の
居
住

地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
保
健
所
を
設
置
す
る
市
に
あ
つ
て
は
、
当
該
市
長
）
に
通
報

す
る
こ
と
。

ハ　

法
第
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
。

ニ　

法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
発
生
の
状
況
、
動
向
及
び
原
因
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
に
、
職
員
に
関
係
者
へ
の
質
問
を
さ
せ
、
又
は
必

要
な
調
査
を
行
わ
せ
る
こ
と
。

ホ　

法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
当

該
各
号
に
定
め
る
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
所
属
職
員
に
よ
る

当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
、
又
は
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に

掲
げ
る
者
の
保
護
者
に
対
し
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
項
各
号
に
掲

げ
る
者
に
所
属
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
求
め
さ
せ
る
こ
と

条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３　

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
長
等
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
保
健
医
療
介
護
部
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策

課
関
係
の
事
務
を
委
任
す
る
。

一　

児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の

施
行
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
児
童
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
一
号
）
を
「
施
行
規
則
」

と
い
う
。

イ　

法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
申
請
を
受
領
す

る
こ
と
（
施
行
規
則
第
七
条
の
二
十
六
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

ロ　

法
第
十
九
条
の
五
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
費
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定
を
行
い
、

医
療
受
給
者
証
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
（
施
行
規
則
第
七
条
の
二
十
六
第
一
号
に
規
定
す
る
事

項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

ハ　

法
第
十
九
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
の
変
更
の
認
定
に
係
る
事
項

を
記
載
し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
（
施
行
規
則
第
七
条
の
二
十
六
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項

に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

ニ　

施
行
規
則
第
七
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
を
受
領
す
る

こ
と
（
負
担
上
限
額
の
変
更
を
要
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

ホ　

施
行
規
則
第
七
条
の
二
十
三
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
の
返
還
を
受
け
る

こ
と
。

二　

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施

行
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
予
防
接
種
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
三
十
六
号
）
を
「
施
行
規
則

」
と
い
う
。

イ　

施
行
規
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
知
事
が
実
施
し
た
臨
時
の

予
防
接
種
を
受
け
た
者
に
対
し
、
臨
時
の
予
防
接
種
済
証
を
交
付
す
る
こ
と
。

三　

原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
六
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
こ
の

号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
原
子
爆
弾
被
爆
者
に
対
す
る
援
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
七
年
政
令
第
二
十�

六
号
）
を
「
施
行
令
」
と
い
う
。
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し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
あ
ら
か
じ
め
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協
議
会
の
意
見
を

聴
き
、
又
は
意
見
を
聴
か
な
か
つ
た
場
合
に
お
い
て
通
知
し
た
内
容
を
報
告
す
る
こ
と
。

カ　

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
入

院
の
勧
告
を
し
、
又
は
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
院
さ
せ
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

ヨ　

法
第
十
九
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
患
者
を
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病

院
又
は
診
療
所
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

タ　

法
第
十
九
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
勧
告
又
は
同

条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
入
院
の
措
置
を
し
た
こ
と
を
法
第
二
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
協

議
会
に
報
告
す
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

レ　

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
入

院
の
勧
告
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
院
さ
せ
、
若
し

く
は
入
院
の
期
間
の
延
長
を
す
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

）
。

ソ　

法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
患
者
を
当
該
患
者
が
入
院
し
て
い
る
病

院
又
は
診
療
所
以
外
の
病
院
又
は
診
療
所
に
入
院
さ
せ
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

ツ　

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
院
す
る
患
者
を
移
送
す
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

ネ　

法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
院
し
て
い
る
患
者
を
退
院
さ
せ
る
こ
と
（
法

第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

ナ　

法
第
二
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
か
ら
通
知
を
受
け

る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

ラ　

法
第
二
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
院
し
て
い
る
患
者
又
は
そ
の
保

護
者
か
ら
退
院
の
求
め
を
受
け
、
当
該
患
者
に
つ
い
て
感
染
症
の
病
原
体
を
保
有
し
て
い
る
か

ど
う
か
の
確
認
を
す
る
こ
と
（
法
第
二
十
六
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

ム　

法
第
二
十
四
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
入
院
し
て
い
る
患
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
の
苦

情
の
申
出
に
対
し
て
、
そ
の
内
容
を
聴
取
し
、
処
理
の
結
果
を
通
知
す
る
こ
と
。

。
ヘ　

法
第
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
所
属
職
員
が
採
取
し

た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

ト　

法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
に

対
し
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
所
属
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ

る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
号
に

掲
げ
る
者
に
所
属
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と

。
チ　

法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧

告
に
係
る
法
第
十
五
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に
お

い
て
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
。

リ　

法
第
十
六
条
の
三
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
所
属
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
同
条
第
三

項
の
規
定
に
よ
り
所
属
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

ヌ　

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
に
か
か
つ
て
い
る
と
疑
う
に
足
り
る
正
当

な
理
由
の
あ
る
者
若
し
く
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
健
康
診
断
の
勧
告
を
し
、
又
は
同
条
第
二
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
健
康
診
断
を
行
わ
せ
る
こ
と
（
国
が
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
き
新
感
染
症
及
び
新
感
染
症
の
所
見
が
あ
る
者
を
そ
れ
ぞ
れ
一
類
感
染
症
及
び
一
類

感
染
症
の
患
者
と
み
な
し
て
同
項
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
い
て
行
う
も
の
を

含
む
。
以
下
コ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
。

ル　

法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
受
け

た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
感
染
症
の
ま
ん
延
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

、
当
該
届
出
の
内
容
そ
の
他
施
行
規
則
第
十
一
条
で
定
め
る
事
項
を
書
面
に
よ
り
通
知
す
る
こ

と
。

ヲ　

法
第
十
八
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け

て
い
る
者
又
は
そ
の
保
護
者
か
ら
同
項
の
対
象
者
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
の
確
認
の
求
め
を
受

け
、
確
認
を
行
う
こ
と
。

ワ　

法
第
十
八
条
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
を
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市
町
村
に
駆
除
を
指
示
す
る
こ
と
（
当
該
区
域
が
二
以
上
の
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
及
び
保
健

福
祉
事
務
所
の
管
轄
区
域
に
わ
た
る
場
合
に
お
け
る
市
町
村
へ
の
指
示
を
除
く
。
）
。

フ　

法
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
病
原
体
汚
染
に
係
る
物
件

の
所
持
者
に
対
し
、
当
該
物
件
の
移
動
を
制
限
し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
若
し
く
は
物
件
の
消

毒
を
命
じ
、
又
は
市
町
村
に
当
該
物
件
の
消
毒
を
指
示
す
る
こ
と
。

コ　

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
病
原
体
汚
染
に
係
る
死
体
の
移
動
を
制
限

し
、
若
し
く
は
禁
止
し
、
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該
死
体
の
埋
葬
の
許
可
を

す
る
こ
と
。

エ　

法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
病
原
体
汚
染
に
係
る
生
活
の
用
に
供
さ

れ
る
水
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
者
に
対
し
、
そ
の
使
用
若
し
く
は
給
水
を
制
限
し
、
又
は
禁
止

す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

テ　

法
第
三
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
病
原
体
汚
染
に
係
る
建
物
へ
の
立
入
り

を
制
限
し
、
又
は
禁
止
す
る
こ
と
。

ア　

法
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
、
感
染
症
病
原
体
汚
染
に
係
る
場
所
等

へ
の
立
ち
入
り
、
関
係
者
へ
の
質
問
又
は
必
要
な
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
。

サ　

法
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を

実
施
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
そ
の
他
施
行
規
則
第
十
九
条
で
定
め
る
事
項
を
、
措
置
の
名
あ
て

人
若
し
く
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
書
面
に
よ
り
通
知
し
、
又
は
通
知
し
な
か
つ
た
場
合
に
お
い

て
措
置
の
実
施
後
相
当
の
期
間
内
に
交
付
す
る
こ
と
（
こ
の
規
則
に
よ
り
保
健
福
祉
環
境
事
務

所
長
等
に
委
任
さ
れ
た
事
務
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

キ　

法
第
三
十
六
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
実

施
す
る
旨
及
び
そ
の
理
由
そ
の
他
施
行
規
則
第
十
九
条
第
二
項
で
定
め
る
事
項
を
掲
示
す
る
こ

と
。

ユ　

法
第
三
十
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
結
核
患
者
の
医
療
公
費
負
担
に
つ
い
て
の
要
否
を

決
定
す
る
こ
と
。

メ　

法
第
三
十
八
条
第
二
項
、
第
七
項
又
は
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
結
核
指
定
医
療
機
関
の

指
定
を
し
、
指
導
を
行
い
、
又
は
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
。

ミ　

法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
十
七
条
第
一
項
（
結
核
患
者
に
係
る
も

の
に
限
る
）
又
は
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
に
要
し
た
費
用
の
公
費
負
担
の

ウ　

法
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
五
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
十
号

に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
の
提
出
を
命
ず
る
こ

と
。

ヰ　

法
第
二
十
六
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
に
係
る
法
第
十
五
条
第
三
項
第
七
号
又
は
第
十
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な

最
小
限
度
に
お
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
検
体
又
は
感
染
症
の
病
原
体
を
無
償
で
収
去
さ
せ

る
こ
と
。

ノ　

法
第
二
十
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
又
は
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
り
所
属
職
員
に
収
去
さ
せ
た
検
体
若
し
く
は
感
染
症
の
病
原
体
に
つ
い
て
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
。

オ　

法
第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

に
対
し
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
又
は
所
属
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
ず

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

ク　

法
第
二
十
六
条
の
四
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

命
令
に
係
る
法
第
十
五
条
第
三
項
第
四
号
に
規
定
す
る
動
物
又
は
そ
の
死
体
か
ら
検
査
の
た
め

必
要
な
最
小
限
度
に
お
い
て
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
。

ヤ　

法
第
二
十
六
条
の
四
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
所
属
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
所
属
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

マ　

法
第
二
十
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
の
患
者
若
し
く
は
そ
の
保

護
者
若
し
く
は
そ
の
場
所
を
管
理
す
る
者
若
し
く
は
そ
の
代
理
を
す
る
者
に
対
し
、
感
染
症
の

病
原
体
に
汚
染
さ
れ
、
若
し
く
は
汚
染
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
（
以
下
「
感
染
症
病
原
体
汚
染
に

係
る
」
と
い
う
。
）
場
所
等
を
消
毒
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
市
町
村
に
消
毒
を
指
示
す
る

こ
と
（
当
該
場
所
が
二
以
上
の
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
及
び
保
健
福
祉
事
務
所
の
管
轄
区
域
に

わ
た
る
場
合
に
お
け
る
市
町
村
へ
の
指
示
を
除
く
。
）
。

ケ　

法
第
二
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
病
原
体
汚
染
に
係
る
ね
ず

み
族
、
昆
虫
等
が
存
在
す
る
区
域
を
指
定
し
、
当
該
区
域
の
管
理
を
す
る
者
若
し
く
は
そ
の
代

理
を
す
る
者
に
対
し
当
該
ね
ず
み
族
、
昆
虫
等
の
駆
除
を
命
じ
、
又
は
当
該
区
域
を
管
轄
す
る
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規
則
第
三
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
。

ロ　

法
第
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
認
定
の
変
更
の
認
定
を
行
い
、
医
療
受
給
者
証

の
提
出
を
求
め
る
こ
と
（
施
行
規
則
第
三
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
も
の
に
限

る
。
）
。

ハ　

法
第
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
に
変
更
の
認
定
に
係
る
事
項
を
記
載

し
、
こ
れ
を
返
還
す
る
こ
と
（
施
行
規
則
第
三
十
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
事
項
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
。

ニ　

施
行
規
則
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
申
請
内
容
の
変
更
の
届
出
を
受
領
す
る
こ

と
（
負
担
上
限
月
額
の
変
更
を
要
す
る
も
の
を
除
く
。
）
。

ホ　

施
行
規
則
第
二
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
医
療
受
給
者
証
の
返
還
を
受
け
る
こ
と

。

　

第
二
十
三
条
第
二
項
中
「
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
中
「
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
イ
を
削
り
、

ロ
を
イ
と
し
、
ハ
か
ら
ヌ
ま
で
を
ロ
か
ら
リ
ま
で
と
し
、
同
号
ル
中
「
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
及
び

第
二
項
」
を
「
第
二
十
五
条
の
七
第
一
項
第
三
号
及
び
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ル
を
同
号
ヌ

と
し
、
同
号
ヲ
中
「
第
二
十
五
条
の
八
」
を
「
第
二
十
五
条
の
八
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
を
同
号

ル
と
し
、
同
号
ワ
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
六
号
」
に
改

め
、
同
号
ワ
を
同
号
ヲ
と
し
、
同
号
中
カ
を
ワ
と
し
、
ヨ
を
カ
と
し
、
タ
を
ヨ
と
し
、
同
号
レ
中
「
又

は
第
二
項
」
を
「
若
し
く
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
レ
を
同
号
タ
と
し
、
同
号
中
ソ
を
レ
と
し
、
ツ

を
ソ
と
し
、
同
号
ネ
中
「
と
き
」
を
「
場
合
に
お
い
て
」
に
改
め
、
同
号
ネ
を
同
号
ツ
と
し
、
同
号
中

ナ
を
ネ
と
し
、
ラ
か
ら
ヰ
ま
で
を
ナ
か
ら
ウ
ま
で
と
し
、
同
号
ノ
中
「
第
三
十
一
条
」
を
「
第
三
十
一

条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ノ
を
同
号
ヰ
と
し
、
同
号
ヰ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ノ　

法
第
三
十
一
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
延
長
者
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
七
条
第
一
項
第

一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
又
は
第
二
項
の
措
置
を
と
る
こ
と
。　

　

第
二
十
四
条
第
一
号
オ
中
「
第
三
十
三
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
二
項
及
び
第
九
項
」
に
改

め
、
「
児
童
」
の
下
に
「
及
び
保
護
延
長
者
」
を
加
え
、
「
加
え
る
」
を
「
行
う
」
に
改
め
、
同
号
ク

中
「
第
三
十
三
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
三
条
第
四
項
及
び
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
マ
中
「
、
義
務

教
育
終
了
児
童
等
」
を
「
、
満
二
十
歳
未
満
義
務
教
育
終
了
児
童
等
」
に
改
め
、
「
そ
の
義
務
教
育
終

要
否
を
決
定
す
る
こ
と
。

シ　

法
第
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
管
理
者
に
対
し
て
必

要
な
報
告
を
求
め
、
又
は
職
員
に
診
療
録
そ
の
他
の
帳
簿
書
類
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

ヱ　

法
第
四
十
四
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者

に
対
し
同
号
に
定
め
る
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
所
属
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応

じ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
し
、
又
は
そ
の
保
護
者
に
対
し
当
該
検
体
を
提
出
し
、
若
し
く
は
同
号

に
掲
げ
る
者
に
所
属
職
員
に
よ
る
当
該
検
体
の
採
取
に
応
じ
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ

と
。

ヒ　

法
第
四
十
四
条
の
七
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

勧
告
に
係
る
法
第
十
五
条
第
三
項
第
三
号
に
掲
げ
る
者
か
ら
検
査
の
た
め
必
要
な
最
小
限
度
に

お
い
て
、
同
号
に
定
め
る
検
体
を
採
取
さ
せ
る
こ
と
。

モ　

法
第
四
十
四
条
の
七
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
行
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
を
受
け
、
若
し
く
は
所
属
職
員
が
採
取
し
た
検
体
又
は
同
条
第

三
項
の
規
定
に
よ
り
所
属
職
員
に
採
取
さ
せ
た
検
体
に
つ
い
て
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
。

セ　

法
第
五
十
三
条
の
十
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
結
核
患
者
に

係
る
届
出
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
患
者
が
管
轄
の
区
域
外
に
居
住
す
る
と
き
に
、
そ

の
管
轄
の
保
健
所
長
に
当
該
届
出
の
内
容
を
通
知
す
る
こ
と
。

ス　

施
行
規
則
第
二
十
条
の
三
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
法
第
三
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
公
費
負
担
の
決
定
を
行
つ
た
場
合
に
患
者
票
を
申
請
者
に
交
付
す
る
こ
と
。

イ′　

施
行
規
則
第
二
十
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
患
者
が
そ
の
医
療
を
受
け
る
病
院
又�

は
診
療
所
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
受
領
す
る
こ
と
。

ロ′　

施
行
規
則
第
二
十
条
の
三
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
患
者
票
の
交
付
を
受
け
た
者
が
そ
の�

結
核
患
者
に
つ
い
て
医
療
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
と
き
に
患
者
票
の
返
納
を
受
領
す
る

こ
と
。

五　

難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
こ
の

号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

こ
の
号
中
難
病
の
患
者
に
対
す
る
医
療
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
厚
生
労

働
省
令
第
百
二
十
一
号
）
を
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。

イ　

法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
支
給
認
定
の
変
更
の
申
請
を
受
領
す
る
こ
と
（
施
行
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ヘ　

法
第
十
六
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の

た
め
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
協
議
を
求
め
る
こ
と
。

ト　

法
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
特
定
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
に
関
す
る
事
項
に
関
し
報
告
さ
せ
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
特
定
建
築

物
若
し
く
は
そ
の
工
事
現
場
に
立
ち
入
り
、
特
定
建
築
物
、
建
築
設
備
、
建
築
材
料
、
書
類
そ

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

チ　

法
第
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
確
保
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
を
受
領
す
る
こ
と
。

リ　

法
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め

の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る

こ
と
。

ヌ　

法
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め

の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
。

ル　

法
第
二
十
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た
め

と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
協
議
を
求
め
る
こ
と
。

ヲ　

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
基
準
へ
の
適
合
に
関
す
る
事
項
に
関
し
報
告
さ
せ
、
又
は
所
属
職
員
に
、
建
築
物
若
し

く
は
そ
の
工
事
現
場
に
立
ち
入
り
、
建
築
物
、
建
築
設
備
、
建
築
材
料
、
書
類
そ
の
他
の
物
件

を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

ワ　

法
附
則
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能

の
確
保
の
た
め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
を
受
領
す
る
こ
と
。

カ　

法
附
則
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た

め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す

る
こ
と
。

ヨ　

法
附
則
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た

め
の
構
造
及
び
設
備
に
関
す
る
計
画
の
変
更
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
。

タ　

法
附
則
第
三
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
確
保
の
た

了
児
童
等
に
対
し
、
同
項
に
規
定
す
る
住
居
に
お
い
て
日
常
生
活
上
の
援
助
及
び
生
活
指
導
並
び
に
就

業
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
」
を
削
り
、
同
号
キ
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
改
め
、
同

号
ニ′
中
「
第
二
十
二
条
の
二
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
ヲ
中
「
第
十
三
条
」

を
「
第
十
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
ヲ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ワ　

法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
設
入
所
等
の
措
置
又
は
一
時
保
護
を
解
除
す
る

場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
の
保
護
者
に
対
し
、
必
要
な
助
言
を
行
う
こ
と
。

カ　

法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
二
の
助
言
に
係
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部

を
委
託
す
る
こ
と
。

ヨ　

法
第
十
三
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
施
設
入
所
等
の
措
置
若
し
く
は
一
時
保
護
を
解
除
す

る
場
合
又
は
当
該
児
童
が
一
時
的
に
帰
宅
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
児
童
の
家
庭
を
継
続
的

に
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
確
認
を
行
う
と
と
も
に
、
保
護
者
の
相
談
に
応
じ
、
指
導
、
助

言
そ
の
他
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

　

第
二
十
七
条
の
見
出
し
及
び
同
条
中
「
障
害
者
更
生
相
談
所
長
」
を
「
障
が
い
者
更
生
相
談
所
長
」

に
改
め
る
。

　

第
五
十
五
条
の
二
第
一
号
ト
中
「
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

　

第
七
十
条
第
八
項
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
八
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第
五
十
三
号

。
以
下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ　

法
第
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
建
築
物
の
設
計
、
施
工
及
び
維
持
保
全

に
係
る
事
項
に
つ
い
て
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
。

ロ　

法
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き

、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
を
受
領
す
る
こ
と
（
本
庁
に
進
達
）
。

ハ　

法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
登
録
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
判
定
機
関
か

ら
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
を
受
領
す
る
こ
と
。

ニ　

法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
変
更

そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
。

ホ　

法
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
確
保
計
画
の
変
更

そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。
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別
表
の
二　

出
先
機
関
の
表
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、

改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　
福
岡
県
訓
令
第
四
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　
　

庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　

る
訓
令

　

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領
（
平
成
二
十
八
年
一
月
福
岡
県

訓
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

題
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

障
が
い
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
職
員
対
応
要
領

め
と
る
べ
き
措
置
に
つ
い
て
協
議
を
求
め
る
こ
と
。

レ　

法
附
則
第
三
条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
建
築
主
等
に
対
し
、
特
定
増
改
築
に
係
る
特
定

建
築
物
の
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
へ
の
適
合
に
関
す
る
事
項
に
関
し
報
告
さ
せ
、

又
は
所
属
職
員
に
、
特
定
増
改
築
に
係
る
特
定
建
築
物
若
し
く
は
そ
の
工
事
現
場
に
立
ち
入
り

、
特
定
増
改
築
に
係
る
特
定
建
築
物
、
建
築
設
備
、
建
築
材
料
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査

さ
せ
る
こ
と
。

ソ　

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
八
年
国
土

交
通
省
令
第
五
号
）
第
十
一
条
及
び
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
軽
微
な
変
更
に
該
当
し

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
交
付
に
関
す
る
申
請
書
を
受
領
す
る
こ
と
（
本
庁
に
進
達
）
。

　

第
七
十
六
条
の
五
、
第
七
十
六
条
の
六
及
び
第
七
十
六
条
の
七
を
削
る
。

　

第
七
十
七
条
第
三
号
中
「
及
び
子
ど
も
手
当
」
を
削
る
。

　

第
七
十
七
条
の
二
を
削
る
。

　

第
七
十
七
条
の
三
第
二
号
を
削
り
、
同
条
を
第
七
十
七
条
の
二
と
す
る
。

　

別
表
第
七
項
及
び
第
八
項
中
「
四
万
円
以
上
」
を
「
一
〇
万
円
以
上
」
に
改
め
、
同
表
第
九
項
中
「

八
〇
万
円
以
上
」
を
「
一
〇
〇
万
円
以
上
」
に
改
め
、
同
表
第
十
三
項
中
「
五
万
円
以
上
」
を
「
二
〇�

万
円
以
上
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
三
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同

条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制
定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る

。
　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

福
岡
県
規
則
第
十
七
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

福
岡
県
職
員
の
職
の
設
置
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
年
福
岡
県
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　
　
　

児
童
自
立
支

11
の
２

　
　
　

援
専
門
監

上
司
の
命
を
受
け
、
児
童
の
指
導
及
び
自
立
支
援
に
関
す
る
事
務

を
掌
理
す
る
。

　
　
　

児
童
福
祉
法

11
の
２

　
　
　

務
専
門
監

上
司
の
命
を
受
け
、
当
該
出
先
機
関
の
児
童
の
福
祉
に
関
す
る
事

務
の
う
ち
法
律
的
専
門
事
項
に
関
す
る
も
の
を
掌
理
す
る
。

　
　
　
　
　

児
童
自

11
の
２
の
２
立
支
援

　
　
　
　
　

専
門
監

上
司
の
命
を
受
け
、
児
童
の
指
導
及
び
自
立
支
援
に
関
す
る
事
務

を
掌
理
す
る
。
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す
る
同
条
例
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
訓
令
第
五
号

本　
　
　
　
　
　
　
　
　

庁　
　

出　
　

先　
　

機　
　

関　
　

福
岡
県
警
察
本
部　
　

福　

岡　

県　

教　

育　

庁　
　

福
岡
県
監
査
委
員
事
務
局　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局　
　

福
岡
県
労
働
委
員
会
事
務
局　
　

福
岡
県
議
会
事
務
局　
　

　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
事
務
決
裁
規
程
（
昭
和
四
十
年
三
月
福
岡
県
訓
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

第
二
条
第
十
七
号
の
二
の
二
中
「
、
第
百
六
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
百
三
十
二
条
第
四
項
」
を
「

及
び
第
百
六
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
十
六
条
第
十
二
号
の
二
ハ
中
「
第
二
百
三
十
八
条
第
一
項
第
七
号
」
を
「
第
二
百
三
十
八
条
第
一

項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
第
三
号
ヘ
中
「
介
護
休
暇
」
を
「
介
護
休
暇
、
介
護
時
間
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
号

ヌ
中
「
視
取
」
を
「
聴
取
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
に
後
段
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

こ
の
号
中
知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
福
岡
県
個
人
情
報
保
護
条
例
施
行
規

則
（
平
成
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
七
号
）
を
「
規
則
」
と
い
う
。

　

第
二
十
一
条
第
十
三
号
ツ
中
「
知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
福
岡
県
個
人
情
報
保

護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
福
岡
県
規
則
第
二
十
七
号
）
」
を
「
規
則
」
に
、
「
又
は
視
聴
取
を

中
止
す
る
」
を
「
、
視
聴
又
は
聴
取
の
中
止
を
命
ず
る
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
及
び
介
護
休
暇
」
を
「
、
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
」
に
改

め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
号

　

第
一
条
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
る
。

　

第
二
条
第
一
号
中
「
障
害
者　

身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
（
発
達
障
害
を
含
む
。
）
」
を

「
障
が
い
の
あ
る
人　

身
体
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
精
神
障
が
い
（
発
達
障
が
い
を
含
む
。
）
、
難

病
を
原
因
と
す
る
障
が
い
」
に
、
「
障
害
（
以
下
「
障
害
」
を
「
障
が
い
（
以
下
「
障
が
い
」
に
、
「

者
で
あ
っ
て
、
障
害
」
を
「
人
で
あ
っ
て
、
障
が
い
」
に
、
「
も
の
」
を
「
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二

号
中
「
障
害
が
あ
る
者
に
と
っ
て
、
」
を
削
り
、
「
観
念
」
の
下
に
「
、
偏
見
」
を
加
え
る
。

　

第
三
条
の
見
出
し
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
、
同
条
中
「
障
害
者
に
対
し
、
障
害
」
を
「

障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
、
障
が
い
」
に
、
「
障
害
者
で
な
い
者
」
を
「
障
が
い
の
な
い
人
」
に
、
「

障
害
者
の
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
の
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
る
。

　

第
五
条
第
一
項
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
障
害
者
と
障

害
者
で
な
い
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
と
障
が
い
の
な
い
人
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
障
害
者

」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
障
害
種
別
」
を
「
障
が
い
種
別
」
に
改
め
、

同
項
後
段
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
、
「
障
害
の
状
態
」
を
「
障
が
い
の
状
態
そ
の

他
個
々
の
具
体
的
場
面
及
び
状
況
」
に
改
め
る
。

　

第
六
条
第
一
項
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
障
害
の
」
を
「
障
が
い
の

」
に
、
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
る
。

　

第
七
条
第
一
項
中
「
障
害
を
」
を
「
障
が
い
を
」
に
、
「
障
害
者
及
び
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
及

び
」
に
、
「
福
祉
労
働
部
障
害
者
福
祉
課
」
を
「
福
祉
労
働
部
障
が
い
福
祉
課
」
に
改
め
、
同
条
第
二

項
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
第
一
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
及
び
第
一
号
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
、
同
項
第

二
号
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
障
害
者
に
対
し
障
害
」
を

「
障
が
い
の
あ
る
人
に
対
し
障
が
い
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る

。
　

第
九
条
中
「
障
害
者
」
を
「
障
が
い
の
あ
る
人
」
に
、
「
障
害
を
」
を
「
障
が
い
を
」
に
改
め
る
。

　
　
　

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
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付
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
し
、
そ
の
旨
を
補
助
事
業
者
等
に
通
知
す
る
こ
と
。

　

別
表
一
第
七
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
中
第
四
号
を
第
八
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。

７　

規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
事
業
者
等
に
対
し
、
補
助
事
業
等
の
遂
行
を
命
じ
、
及

び
補
助
事
業
等
の
遂
行
の
一
時
停
止
を
命
ず
る
こ
と
。

　

別
表
一
第
七
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
第
三
号
中
「
補
助
事
業
者
等
か
ら
の
」
を
「
補
助
事
業
者
等

が
補
助
事
業
の
遂
行
に
関
し
知
事
に
報
告
す
べ
き
事
項
を
定
め
、
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
同
欄
第
六

号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

５　

規
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
情
の
変
更
に
よ
り
、
交
付
額
が
一
件
一�

千
万
円
未
満
の
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
そ
の
決
定
の
内
容

若
し
く
は
こ
れ
に
付
し
た
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
に
伴
う
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定

を
す
る
こ
と
。

　

別
表
一
第
七
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
中
第
二
号
を
第
四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
二
号
を
加
え

る
。

２　

規
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
付
額
が
一
件
一
千
万
円
未
満
の
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
を

す
る
こ
と
。

３　

規
則
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
付
額
が
一
件
一
千
万
円
未
満
の
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
を

す
る
場
合
に
、
条
件
を
付
す
る
こ
と
。

　

別
表
一
第
七
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

15　

規
則
第
二
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産

に
つ
い
て
、
補
助
金
等
の
交
付
の
目
的
に
反
し
て
使
用
し
、
譲
渡
し
、
交
換
し
、
貸
し
付
け
、
又
は

担
保
に
供
す
る
こ
と
を
認
め
る
こ
と
。

16　

規
則
第
二
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
金
等
に
係
る
財
産
の
処
分
を
承
認
し
よ
う
と
す
る
場

合
に
、
交
付
し
た
補
助
金
等
の
全
部
又
は
一
部
に
相
当
す
る
金
額
を
納
付
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ

と
。

　

別
表
一
第
十
項
の
四
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
第
六
号
中
「
法
第
三
十
四
条
第
第
二
項
」
を
「
法
第
三�

十
四
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
同
欄
第
七
号
中
「
法
第
三
十
四
条
第
第
三
項
」
を
「
法
第
三
十
四
条

第
三
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
項
の
五
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
第
二
十
号
中
「
又
は
視
聴
」
を
「
、
視

聴
」
に
改
め
、
同
表
第
十
二
項
副
知
事
専
決
事
項
の
欄
第
五
号
中
「
及
び
介
護
休
暇
」
を
「
、
介
護
休

ロ
中
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
一
条
の
三
第
四
号
中
「
及
び
介
護
休
暇
」
を
「
、
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
、
セ
ン
タ
ー
長
及
び
地
域
整
備
企
画
監
」
を
「
及
び

地
域
整
備
企
画
監
」
に
改
め
る
。

　

別
表
一
第
七
項
知
事
決
裁
事
項
の
欄
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
四
千
万
円
以
上
」
を
「
五�

億
円
以
上
」
に
改
め
、
同
項
副
知
事
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
二
千
万
円
以

上
四
千
万
円
未
満
」
を
「
一
億
円
以
上
五
億
円
未
満
」
に
改
め
、
同
項
部
長
等
専
決
事
項
の
欄
第
一
号

、
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
二
千
万
円
未
満
」
を
「
五
千
万
円
以
上
一
億
円
未
満
」
に
改
め
、
同
項
同

欄
中
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
削
り
、
同
項
次
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
次
の

よ
う
に
改
め
る
。���

１　

規
則
第
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
付
額
が
一
件
一
千
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満
の
補
助
金
等
の

交
付
の
決
定
を
す
る
こ
と
。

２　

規
則
第
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
交
付
額
が
一
件
一
千
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満
の
補
助
金
等
の

交
付
の
決
定
を
す
る
場
合
に
、
条
件
を
付
す
る
こ
と
。

３　

規
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
情
の
変
更
に
よ
り
、
交
付
額
が
一
件
一�

千
万
円
以
上
五
千
万
円
未
満
の
補
助
金
等
の
交
付
の
決
定
の
全
部
又
は
一
部
を
取
り
消
し
、
又
は
そ

の
決
定
の
内
容
若
し
く
は
こ
れ
に
付
し
た
条
件
を
変
更
す
る
こ
と
並
び
に
こ
れ
ら
に
伴
う
補
助
金
等

の
交
付
の
決
定
を
す
る
こ
と
。

�　

別
表
一
第
七
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
中
第
六
号
を
第
十
四
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

13　

規
則
第
十
八
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
返
還
を
命
じ
た
補
助
金
等
に
係
る
加
算
金
又
は
延
滞

金
の
減
免
を
行
う
こ
と
。

　

別
表
一
第
七
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
中
第
五
号
を
第
十
二
号
と
し
、
同
号
の
前
に
次
の
三
号
を
加

え
る
。

９　

規
則
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
金
等
の
額
を
確
定
し
、
補
助
事
業
者
に
通
知
す
る
こ
と

（
規
則
第
十
五
条
第
二
項
に
お
い
て
是
正
措
置
を
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
。

10　

規
則
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
事
業
者
等
に
対
し
、
事
業
の
是
正
の
た
め
の
措
置
を
命

ず
る
こ
と
。

11　

規
則
第
十
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
補
助
金
等
の
不
正
流
用
等
の
場
合
に
お
い
て
補
助
金
等
の
交
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号
中
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
表
第
十
八
項
副
知
事
専
決
事

項
の
欄
第
一
号
中
「
三
百
万
円
以
上
」
を
「
五
百
万
円
以
上
」
に
改
め
、
同
項
部
長
等
専
決
事
項
の
欄

第
一
号
中
「
三
百
万
円
未
満
」
を
「
五
百
万
円
未
満
」
に
改
め
、
同
項
次
長
専
決
事
項
の
欄
第
一
号
を

削
り
、
同
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
第
三
号
中
「
五
十
万
円
未
満
」
を
「
百
万
円
未
満
」
に
改
め
る
。

　

別
表
二
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

暇
及
び
介
護
時
間
」
に
改
め
、
同
項
部
長
等
専
決
事
項
の
欄
第
七
号
中
「
及
び
介
護
休
暇
」
を
「
、
介

護
休
暇
及
び
介
護
時
間
」
に
改
め
、
同
項
同
欄
第
十
二
号
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の

三
第
四
項
」
に
、
「
第
十
四
号
」
を
「
第
十
五
号
」
に
改
め
、
同
項
同
欄
第
十
三
号
中
「
第
十
条
の
三

第
四
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
五
項
」
に
改
め
、
同
項
課
長
専
決
事
項
の
上
欄
第
十
三
号
中
「
、
介
護

休
暇
」
を
「
、
介
護
休
暇
、
介
護
時
間
」
に
改
め
、
同
項
同
欄
第
二
十
号
中
「
第
十
条
の
三
第
三
項
」

を
「
第
十
条
の
三
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
号
」
を
「
第
二
十
三
号
」
に
改
め
、
同
項
同
欄
第
二
十
一

区　

分

副
知
事

財
務
規
則
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る

部
長

部
次
長

財
務
規
則
第
二
条
第
八

号
に
規
定
す
る
課
長

１　

交
際
費
の
う
ち
、
性
質
上
契
約
に

よ
る
べ
き
も
の

一
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
万
円
未
満

一
〇
万
円
以
上�

五
〇
万
円
未
満

２　

需
用
費
の
支
出
に

係
る
も
の
の
う
ち
、

性
質
上
契
約
に
よ
る

べ
き
も
の

食
糧
費

一
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
〇
〇
万
円
未
満

一
〇
万
円
以
上�

五
〇
万
円
未
満

知
事
が
定
め

る
物
品
の
購

入

全
額　

総
務
事
務
厚
生

課
長

右
以
外
の
も

の

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
（

物
品
の
購
入

に
係
る
も
の

は
総
務
事
務

厚
生
課
長
合

議
）

二
〇
万
円
以
上�

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

物
品
の
購
入

に
係
る
単
価

契
約
の
締
結

全
額　

総
務
事
務
厚
生

課
長

庁
舎
の
光
熱

水
費
及
び
修

繕
に
係
る
単

価
契
約
の
締

結

全
額　

財
産
活
用
課
長

３　

役
務
費
の
支
出
に

係
る
も
の

後
納
契
約
及

び
単
価
契
約

の
締
結

全
額

右
以
外
の
も

の

四
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
四�

、
〇
〇
〇
万�

円
未
満

一
〇
〇
万
円
以
上�

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満



第３８８２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年４月７日　金曜日 40

４　

委
託
契
約

一
億
円
以
上
二
億
円
未
満

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
一
億
円
未
満

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
五�

、
〇
〇
〇
万�

円
未
満

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

５　

使
用
料
及
び
賃
借

料
の
支
出
に
係
る
も

の

タ
ク
シ
ー
の

借
り
上
げ
に

係
る
単
価
契

約
の
締
結

全
額　

総
務
事
務
厚
生

課
長

右
以
外
の
も

の

一
億
円
以
上
二
億
円
未
満

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上
一
億
円
未
満

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
五�

、
〇
〇
〇
万

円
未
満

八
〇
万
円
以
上�

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

６　

工
事
請
負
に
係
る

も
の
（
工
事
の
執
行

に
係
る
委
託
料
、
使

用
料
及
び
賃
借
料
、

工
事
請
負
費
、
原
材

料
費
、
公
有
財
産
購

入
費
、
備
品
購
入
費

並
び
に
補
償
、
補
填

及
び
賠
償
金
を
含
む

も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
一
件
と
す
る
。

）

起
工

四
億
円
以
上
五
億
円
未
満

三
億
円
以
上
四
億
円
未
満

一
億
円
以
上

三
億
円
未
満�

一
億
円
未
満
（
出
先
機

関
委
任
の
も
の
を
除
く

。
）

入
札
者
の
指

名予
定
価
格
の

決
定　

三
億
円
以
上

一
億
円
以
上

三
億
円
未
満

一
億
円
未
満
（
出
先
機

関
委
任
の
も
の
を
除
く

。
）

入
札
の
執
行

に
関
す
る
こ

と
（
指
名
及

び
一
般
競
争

入
札
参
加
者

の
資
格
審
査

に
関
す
る
こ

と
を
除
く
。

）
。

全
額
（
出
先
機
関
委
任

の
も
の
を
除
く
。
）

７　

原
材
料
購
入
に
係
る
も
の

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上

二
〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

（
出
先
機
関
委
任
の
も

の
を
除
く
。
）

８　

公
有
財
産
購
入
に
係
る
も
の

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

七
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

総
務
部
長

三
、
〇
〇
〇
万
円
以
上�

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

一
、
〇
〇
〇
万

円
未
満

財
産

活
用

課
長

各
部

長
経

由
は

不
必

要

一
、�

〇
〇�

〇
万�

円
以�

上
三�

、
〇�

〇
〇�

万
円�

未
満

総
務

部
次

長財
産

活
用

課
長

経
由

財
産
活
用

課
長
経
由
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９

備
品
購
入
に
係
る
も
の

二
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
二

、
〇
〇
〇
万

円
未
満

二
〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

10　

貸
付
金
に
係
る
も
の
（
貸
付
決
定

を
兼
ね
る
。
）

三
億
円
以
上

一
億
円
以
上
三
億
円
未
満

一
、
〇
〇
〇

万
円
以
上
一

億
円
未
満

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

（
出
先
機
関
の
長
が
専

決
す
る
も
の
を
除
く
。

）

11　

公
有
財
産
の
貸
付
け
に
係
る
も
の

（
貸
付
期
間
の
延
長
及
び
更
新
、
借

受
け
目
的
の
変
更
及
び
原
状
変
更
並

び
に
契
約
解
除
を
含
む
。
）

時
価
評
価
額

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

七
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

時
価
評
価
額　
　
　
　
　
　

総
務
部
長

三
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

一
、

〇
〇

〇
万

円
以

上
三

、
〇

〇
〇

万
円

未
満

総
務

部
次

長財
産

活
用

課
長

経
由

時
価

評
価

額

時
価
評
価
額

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

財
産
活
用
課
長

12

普
通
財
産
の
譲
渡

時
価
評
価
額

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

七
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

時
価
評
価
額　
　
　
　
　
　

総
務
部
長

三
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

一
、

〇
〇

〇
万

円
以

上
三

、
〇

〇
〇

万
円

未
満

総
務

部
次

長財
産

活
用

課
長

経
由

時
価

評
価

額

時
価
評
価
額

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

財
産
活
用
課
長

13

普
通
財
産
の
交
換

時
価
評
価
額

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

七
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

時
価
評
価
額　
　
　
　
　
　

総
務
部
長

三
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

一
、

〇
〇

〇
万

円
以

上
三

、
〇

〇
〇

万
円

未
満

総
務

部
次

長財
産

活
用

課
長

経
由

時
価

評
価

額

時
価
評
価
額

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

財
産
活
用
課
長

財
産
活
用

課
長
経
由

財
産
活
用

課
長
経
由

財
産
活
用

課
長
経
由
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別
表
三
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区　

分

副
知
事

財
務
規
則
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る

部
長

部
次
長

財
務
規
則
第
二
条
第
八
号
に
規
定

す
る
課
長
（
財
務
規
則
第
八
十
七

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
総
務
事

務
厚
生
課
が
事
務
を
行
う
場
合
に

あ
つ
て
は
総
務
事
務
厚
生
課
長
）

支
出
負
担
行
為

支
出
負
担
行
為

支
出
命
令

支
出
負
担
行
為

支
出
命
令

支
出
負
担
行
為

支
出
命
令

１　

報
酬

全
額

全
額

２　

給
料

全
額

全
額

３　

職
員
手
当
等

全
額

全
額

４　

共
済
費　

全
額

全
額

５　

災
害
補
償
費

全
額

全
額

６　

恩
給
及
び
退
職

年
金

全
額

全
額

７　

賃
金

全
額

全
額

14　

公
有
財
産
の
贈
与
の
受
納

時
価
評
価
額

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

七
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

時
価
評
価
額　
　
　
　
　
　

総
務
部
長

三
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

一
、

〇
〇

〇
万

円
以

上
三

、
〇

〇
〇

万
円

未
満

総
務

部
次

長財
産

活
用

課
長

経
由

時
価

評
価

額

時
価
評
価
額

一
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

財
産
活
用
課
長

財
産
活
用

課
長
経
由



第３８８２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年４月７日　金曜日43

８　

報
償
費
捜
査
費

一
、
〇
〇
〇
万
円
以

上

五
〇
万
円
以
上
一
、�

〇
〇
〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

全
額

右
以
外

の
も
の

三
〇
〇
万
円
以
上

三
〇
〇
万
円
未
満
全
額

９　

旅
費

全
額

全
額

10　

交
際
費

一
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
〇�

〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

全
額

11　

需
用
費
食
糧
費

一
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
〇�

〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

全
額

消
耗
品

そ
の
他

全
額

全
額

12　

役
務
費

全
額

全
額

13　

委
託
料　

一
億
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
以

上
一
億
円
未
満

五
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

全
額

14�　

使
用
料
及
び
賃

借
料

全
額

全
額

15　

工
事
請
負
に
係

る
も
の
（
工
事
の

執
行
に
係
る
委
託

料
、
使
用
料
及
び

賃
借
料
、
工
事
請

負
費
、
原
材
料
費

、
公
有
財
産
購
入

費
、
備
品
購
入
費

並
び
に
補
償
、
補

填
及
び
賠
償
金
を

含
む
も
の
と
し
、

そ
れ
ぞ
れ
を
一
件

と
す
る
。
）

三
億
円
以
上

三
億
円
以
上

一
億
円
以
上
三
億
円

未
満

一
億
円
以
上
三
億

円
未
満

一
億
円
未
満

一
億
円
未
満

16　

原
材
料
費

全
額

全
額

17　

公
有
財
産
購
入

費　

五
、
〇
〇
〇
万
円
以

上

三
、
〇
〇
〇
万
円
以

上
五
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

三
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

全
額
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�

18　

備
品
購
入
費

二
、
〇
〇
〇
万
円
以

上

二
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

全
額

19　

負
担
金
、
補
助

及
び
交
付
金

一
、
〇
〇
〇
万
円
以

上

一
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

全
額

20　

扶
助
費　

全
額

全
額

21　

貸
付
金　

三
億
円
以
上

一
億
円
以
上
三
億
円

未
満

一
億
円
未
満

全
額

22　

補
償
、
補
填
及

び
賠
償
金　

五
〇
〇
万
円
以
上

一
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

一
〇
〇
万
円
以
上
五�

〇
〇
万
円
未
満

一
〇
〇
万
円
未
満
全
額

23　

償
還
金

、
利
子
及

び
割
引
料

定
期
償

還
に
係

る
も
の

全
額

全
額

右
以
外

の
も
の

五
、
〇
〇
〇
万
円
以

上

二
、
〇
〇
〇
万
円
以�

上
五
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

二
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

全
額

24　

投
資
及
び
出
資

金　

一
、
〇
〇
〇
万
円�

以
上
三
、
〇
〇
〇�

万
円
未
満

五
〇
〇
万
円
以
上
一�

、
〇
〇
〇
万
円
未
満

五
〇
〇
万
円
未
満
全
額

25　

積
立
金　

全
額

全
額

26　

寄
附
金

一
、
〇
〇
〇
万
円�

以
上
二
、
〇
〇
〇�

万
円
未
満

一
〇
〇
万
円
以
上
一�

、
〇
〇
〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
以
上
一
〇�

〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

全
額

27　

公
課
費

全
額

全
額

28　

繰
出
金　

一
、
〇
〇
〇
万
円
以

上

一
、
〇
〇
〇
万
円

未
満

全
額
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別
表
四
中
表
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

別
表
四
の
注
中
「
又
は
取
消
し
を
行
つ
た
場
合
に
は
、
取
消
し
の
場
合
及
び
変
更
後
の
支
出
負
担
行

為
の
金
額
が
当
初
の
決
裁
金
額
よ
り
減
少
す
る
こ
と
と
な
つ
た
場
合
は
会
計
管
理
局
会
計
課
長
の
」
を

「
を
行
い
」
に
改
め
る
。

　

別
表
五
第
一
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

区　
　
　
　
　
　

分

会
計
管
理
局
長

会
計
管
理
局
会
計
課
長

一
般
の
支

出
に
係
る

も
の

１　

委
託
料

一
億
円
以
上

一
億
円
未
満

２　

工
事
請
負
に
係
る
も
の
（
工
事
の
執
行

に
係
る
委
託
料
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
、

工
事
請
負
費
、
公
有
財
産
購
入
費
並
び
に

備
品
購
入
費
を
含
む
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
一
件
と
す
る
。
）

三
億
円
以
上

三
億
円
未
満

３　

公
有
財
産
購
入
費

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満　

４　

負
担
金
、
補
助
及
び
交
付
金

一
億
円
以
上
五
億
円
未
満

一
億
円
未
満

５　

貸
付
金�
三
億
円
以
上

三
億
円
未
満

６　

投
資
及
び
出
資
金

八
〇
〇
万
円
以
上
一
、
〇
〇�

〇
万
円
未
満

八
〇
〇
万
円
未
満

一

一
般
の
支
出

に
係
る
も
の

１　

報
酬
、
給
料
、
職

員
手
当
等
、
共
済
費

、
災
害
補
償
費
、
恩

給
及
び
退
職
年
金
、

賃
金

全
額

２　

旅
費

外
国
旅
行
に
係
る
も
の

。

内
国
旅
行
に
係
る
も
の

。

３　

報
償
費

一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
、
〇�

〇
〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

４　

交
際
費

一
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
〇
〇�

万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満
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５　

需
用

　
　

費

食
糧
費

一
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
〇
〇�

万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

そ
の
他
の

経
費

二
〇
万
円
以
上

二
〇
万
円
未
満

６　

役
務
費

二
〇
万
円
以
上

二
〇
万
円
未
満

７　

委
託
料

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

８　

使
用
料
及
び
賃
借

料

二
〇
万
円
以
上

二
〇
万
円
未
満

９　

工
事
請
負
に
係
る

も
の
（
工
事
の
執
行

に
係
る
委
託
料
、
使

用
料
及
び
賃
借
料
、

工
事
請
負
費
、
原
材

料
費
、
公
有
財
産
購

入
費
、
備
品
購
入
費

並
び
に
補
償
、
補
填

及
び
賠
償
金
を
含
む

一
億
円
以
上

一
億
円
未
満

　

も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ

れ
を
一
件
と
す
る
。

）
10　

原
材
料
費

二
〇
万
円
以
上

二
〇
万
円
未
満

11　

公
有
財
産
購
入
費

三
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

三
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

12　

備
品
購
入
費

二
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

二
〇
万
円
以
上
二
、
〇�

〇
〇
万
円
未
満

二
〇
万
円
未
満

13　

負
担
金
、
補
助
及

び
交
付
金

五
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
、
〇
〇
〇
万
円
未
満

14　

扶
助
費

一
〇
〇
万
円
以
上

一
〇
〇
万
円
未
満

15　

貸
付
金

一
億
円
以
上

一
億
円
未
満

16　

補
償
、
補
填
及
び

賠
償
金

五
〇
〇
万
円
以
上

一
〇
〇
万
円
以
上
五
〇�

〇
万
円
未
満

一
〇
〇
万
円
未
満
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号
を
加
え
る
。

七　

特
定
特
殊
自
動
車
排
出
ガ
ス
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
五
十
一
号
。
以

下
こ
の
号
中
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務
の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　

イ　

法
第
三
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
立
入
検
査
に
関
す
る
こ
と
。

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
条
）
第
五
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
制

定
し
、
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
人
事
委
員
会
委
員
長　
　

井　

手　

和　

英　
　

福
岡
県
人
事
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号

　
　
　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

　
　
　

附
　
則

　

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
例
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

福
岡
県
訓
令
第
六
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本　
　

庁　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
先
機
関　
　

　

福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

福
岡
県
知
事　
　

小　

川　
　

洋　
　

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

　

福
岡
県
職
員
の
駐
在
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
二
月
福
岡
県
訓
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
公
害
対
策
事
務
関
係
の
項
担
当
事
務
の
欄
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一

17　

償
還

金
、
利

子
及
び

割
引
料

定
期
償
還

に
係
る
も

の

二
〇
〇
万
円
以
上

二
〇
〇
万
円
未
満

右
以
外
の

も
の

二
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

二
〇
〇
万
円
以
上
二
、�

〇
〇
〇
万
円
未
満

二
〇
〇
万
円
未
満

18　

投
資
及
び
出
資
金

五
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
〇
万
円
未
満

19　

積
立
金

全
額

20　

寄
附
金

一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

五
〇
万
円
以
上
一
、
〇�

〇
〇
万
円
未
満

五
〇
万
円
未
満

21　

公
課
金

一
〇
〇
万
円
以
上

一
〇
〇
万
円
未
満

22　

繰
出
金

一
、
〇
〇
〇
万
円
以
上

一
〇
〇
万
円
以
上
一
、�

〇
〇
〇
万
円
未
満

一
〇
〇
万
円
未
満
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を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

る
規
則

　

福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
福
岡
県
人
事

委
員
会
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

九�　

級
別
標
準
職
務
表　

県
職
員
給
与
条
例
別
表
第
五
、
学
校
職
員
給
与
条
例
別
表
第
三
及
び
警
察

職
員
給
与
条
例
別
表
第
四
に
掲
げ
る
級
別
標
準
職
務
表
を
い
う
。

　

第
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を

削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈢
級
別
資
格
基
準
表
（
別
表
第
十
一
）
」
を
「
看
護
師
職
給

料
表
級
別
資
格
基
準
表
（
別
表
第
十
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
中
「
別

表
第
十
二
」
を
「
別
表
第
十
一
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

　

五　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表
級
別
資
格
基
準
表
（
別
表
第
十
二
）

　

第
五
条
中
「
試
験
欄
の
区
分
」
を
「
試
験
欄
の
区
分
（
職
種
欄
の
区
分
及
び
試
験
欄
の
区
分
の
定
め

が
あ
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
）
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
二
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
を
削
り
、

同
条
第
四
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈢
初
任
給
基
準
表
（
別
表
第
二
十
五
）
」
を
「
看
護
師
職
給
料
表
初

任
給
基
準
表
（
別
表
第
二
十
四
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
五
号
中
「
別
表
第

二
十
六
」
を
「
別
表
第
二
十
五
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

　

五　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表
初
任
給
基
準
表
（
別
表
第
二
十
六
）

　

第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
三
条
第
二
項
第
二
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈠
」
を
「
医
師
職
給
料
表
」
に
改
め
、
同
項
第
三�

号
を
削
り
、
同
項
第
四
号
中
「
医
療
職
給
料
表
㈢
昇
格
時
号
給
対
応
表
（
別
表
第
三
十
四
）
」
を
「
看

護
師
職
給
料
表
昇
格
時
号
給
対
応
表
（
別
表
第
三
十
三
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同

項
第
五
号
中
「
別
表
第
三
十
五
」
を
「
別
表
第
三
十
四
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

五　

特
定
獣
医
師
職
給
料
表
昇
格
時
号
給
対
応
表
（
別
表
第
三
十
五
）

　

第
三
十
二
条
中
「
障
害
」
を
「
障
が
い
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
六
中

９級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

８級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

７級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

６級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

５級

2

12
2

15
2

18
2

22

４級

4

10
4

13
4

16
4

20

３級

4

6
4

9
4

12
4

16

２級

2

2
5

5
8

8
10

12

１級

0

0

0

2

　　　�職務の
学歴　　　�級
免許等

大学卒

短大卒

高校卒

中学卒

試　験

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

そ の 他

正
規
の
試
験
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に
改
め
、
同
表
の
備
考
中
第
四
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

　

別
表
第
九
中
「医

療
職
給
料
表
㈠

」
を
「医

師
職
給
料
表

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
十
を
削
る
。

　

別
表
第
十
一
中
「医
療
職
給
料
表
㈢

」
を
「看

護
師
職
給
料
表

」
に
、
同
表
職
種
の
欄
中
「保

健
師

　
助
産
師
及
び
看
護
師

」
を
「看

護
師

」
に
改
め
、
同
表
の
備
考
第
二
項
中
「保

健
師

　

助
産
師

　

」

及
び
「
（保
健
師
及
び
助
産
師
で
看
護
師
免
許
を
有
す
る
職
員
に
あ
つ
て
は　
看
護
師
免
許
を
取
得
し

た
時

）
」
を
削
り
、
同
表
を
別
表
第
十
と
す
る
。

　

別
表
第
十
二
を
別
表
第
十
一
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

　

別
表
第
二
十
中

９級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

８級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

７級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

６級

別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る
別に
定め
る

５級

2

12
2

15
2

18
2

22
2

10
2

12
2

13
2

15
2

18

４級

4

10
4

13
4

16
4

20
4

8
4

10
4

11
4

13
4

16

３級

4

6
4

9
4

12
4

16
3

4
4

6
4

7
4

9
4

12

２級

2

2
5

5
8

8
10

12
1

1
2

2
3

3
5

5
8

8

１級

0

0

0

2

0

0

0

0

0

　　　�職務の
学歴　　�　級
免許等

大学卒

短大卒

高校卒

中学卒

大学６卒

大学卒

短大３卒

短大２卒

高校卒

試　験

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

そ の 他

正
規
の
試
験

職種

一般

医
療
技
術
職
員
等

５
　
職
種
欄
の
「
医
療
技
術
職
員
等
」
と
は
、
薬
剤
師
、
栄
養
士
、
診
療
放
射
線
技
師
、
診
療
エ

ッ
ク
ス
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
衛
生
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
視
能
訓

練
士
、
言
語
聴
覚
士
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工
士
そ
の
他
免
許
を
必
要
と
す
る
医
療
技
術
職

員
及
び
獣
医
師
並
び
に
保
健
師
及
び
助
産
師
を
い
う
。

６
　
薬
剤
師
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
16年

法
律
第
134号

）
附
則
第
３
条
の
規
定
に

よ
り
薬
剤
師
と
な
つ
た
者
に
適
用
さ
れ
る
学
歴
免
許
等
欄
の
区
分
は
、
「
大
学
６
卒
」
の
区
分

と
す
る
。

７級

別に
定め
る
別に
定め
る

６級

別に
定め
る
別に
定め
る

５級

2

10
2

12

４級

4

8
4

10

３級

3

4
4

6

２級

1

1
2

2

１級

0

0

　　　�職務の
学歴　　　�級
免許等

大学６卒

大学卒

職　種

獣医師

別表第１２（第４条関係）
　特定獣医師職給料表級別資格基準表

　（適用範囲）
　　特定獣医師職給料表の適用を受ける職員

、

、
、

、
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別
表
第
二
十
三
中
「医

療
職
給
料
表

（一

）
」
を
「医

師
職
給
料
表

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
十
四
を
削
る
。

　

別
表
第
二
十
五
中
「医
療
職
給
料
表

（三

）
」
を
「看

護
師
職
給
料
表

」
に
改
め
、
同
表
保
健
師
及

び
助
産
師
の
部
を
削
り
、
同
表
の
備
考
第
三
項
中
「第

３
号

」
を
「第

４
号

」
に
改
め
、
「保

健
師

　

助
産
師
又
は

」
及
び
「　

そ
れ
ぞ
れ

「大
学
卒

」
にあ

つ
て
は
２
級
19号
給

」
を
削
り
、
同
表
を
別
表

第
二
十
四
と
す
る
。

　

別
表
第
二
十
六
を
別
表
第
二
十
五
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

　

別
表
第
三
十
一
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
、
同
表
の
備
考
中
第
三
項
の
次
に
次

の
二
項
を
加
え
る
。

初　任　給

１級２９号給

１級１９号給

１級 ９ 号給

１級 ５ 号給

１級３７号給

１級２９号給

１級２５号給

１級１９号給

１級 ９ 号給

学歴免許等

高校卒

大学６卒

大学卒

短大３卒

短大２卒

高校卒

試　験

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

そ の 他

正
規
の
試
験

職種

一般

医
療
技
術
職
員
等

初　任　給

１級２９号給

１級１９号給

１級 ９ 号給

１級 ５ 号給

学歴免許等

高校卒

試　験

Ⅰ類

Ⅱ類

Ⅲ類

そ の 他

正
規
の
試
験

職種

一般

４
　
本
表
の
「
医
療
技
術
職
員
等
」
に
つ
い
て
は
一
般
行
政
職
員
級
別
資
格
基
準
表
の
備
考
第

５
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

５
　
一
般
行
政
職
員
級
別
資
格
基
準
表
の
備
考
第
６
項
に
掲
げ
る
者
に
適
用
さ
れ
る
学
歴
免
許
等

欄
の
区
分
は
　
「
大
学
６
卒
」
の
区
分
と
す
る
。

初　任　給

１級３１号給

１級２３号給

学歴免許等

大 学 ６ 卒

大 学 卒

職　　　種

獣 医 師

別表第２６（第10条関係）
　特定獣医師職給料表初任給基準表

　（適用範囲）
　　特定獣医師職給料表級別資格基準表の適用を受ける職員

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

、

、

、

、
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����

を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

を　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

　

別
表
第
三
十
二
中
「医

療
職
給
料
表

（一

）
」
を
「医

師
職
給
料
表

」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
三
十
三
を
削
る
。

　

別
表
第
三
十
四
中
「医

療
職
給
料
表

（三

）
」
を
「看

護
師
職
給
料
表

」
に
改
め
、
同
表
を
別
表
第

三
十
三
と
す
る
。

　

別
表
第
三
十
五
中

２

３

４

５

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

51

52

53

54

55

56

57

57

58

58

59

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

58

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

59

59

60

67

67

67

68

68

68

69

69

69

69

70

43

44

45

46

47

48

49

50

50

51

51

52

52

53

53

54

54

55

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

64

65

65

66

66

66

67

67

67

68

68

68

69

69

69

70

70

70

55

56

56

57

57

58

58

59

59

60

60

61

61

62

62

63

63

64

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

49

59

59

60

60

61

61

62

62

63

63

64

64

65

65

65

66

66

66

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

50

50

51

51

52

52

53

53

54

54

55

55

56

56

57

57

58

58
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に
改
め
、
同
表
を
別
表
第
三
十
四
と
し
、
同
表
の
次
に
次
の
一
表
を
加
え
る
。

70

71
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別表第３５（第23条関係）特定獣医師職給料表昇格時号給対応表

2　級 3　級 4　級 5　級 6　級 7　級

1 1 1 1 1 1 1
2 1 1 2 1 1 1
3 1 1 3 1 1 1
4 1 1 4 1 1 1
5 1 1 5 1 1 1
6 1 1 6 1 1 1
7 1 1 7 1 1 1
8 1 1 8 1 1 1
9 1 1 9 1 1 1
10 1 1 10 2 1 1
11 1 1 11 3 1 1
12 1 1 12 4 1 1
13 1 1 13 5 1 1
14 1 1 14 6 2 2
15 1 1 15 7 3 3
16 1 1 16 8 4 4
17 1 1 17 9 5 5
18 1 2 18 10 6 6
19 1 3 19 11 7 7
20 1 4 20 12 8 8
21 1 5 21 13 9 9
22 1 6 22 14 10 10
23 1 7 23 15 11 11
24 1 8 24 16 12 12
25 1 9 25 17 13 13
26 1 10 26 18 14 14
27 1 11 27 19 15 15
28 1 12 28 20 16 16
29 1 13 29 21 17 17
30 1 14 30 22 18 18
31 1 15 31 23 19 19
32 1 16 32 24 20 20
33 1 17 33 25 21 21
34 2 18 34 26 21 22
35 3 19 35 27 22 23
36 4 20 36 28 22 24
37 5 21 37 29 23 25
38 6 22 38 30 23 25
39 7 23 39 31 24 26
40 8 24 40 32 24 26
41 9 25 41 33 25 27
42 10 26 42 34 25 27
43 11 27 43 35 26 28
44 12 28 44 36 26 28
45 13 29 45 37 27 28
46 14 29 46 38 27 28
47 15 30 47 39 28 28
48 16 30 48 40 28 29
49 17 31 49 41 29 29
50 18 31 50 41 29 29
51 19 32 51 42 29 29
52 20 32 52 42 29 29
53 21 33 53 43 30 30
54 22 34 54 43 30 30

昇格した日の前日
に受けていた号給

昇　格　後　の　号　給



第３８８２号 増刊①福 岡 県 公 報平成 29 年４月７日　金曜日 54

55 23 35 55 44 30 30
56 24 36 56 44 30 30
57 25 37 57 45 31 30
58 25 37 58 45 31 31
59 26 38 59 46 31 31
60 26 38 60 46 31 31
61 27 39 61 47 31 31
62 27 39 62 47 31
63 28 40 63 48 31
64 28 41 64 48 31
65 29 41 65 49 31
66 29 42 66 49 31
67 30 43 67 50 31
68 30 44 68 50 32
69 31 45 69 50 32
70 31 46 70 50 32
71 32 47 71 50 32
72 32 48 72 50 32
73 33 49 73 50 32
74 33 49 74 50 32
75 34 50 75 50 32
76 34 51 76 50 32
77 35 51 77 51 32
78 35 51 78 51 32
79 36 52 79 51 32
80 36 52 80 51 32
81 37 53 81 51 33
82 37 53 82 51 33
83 38 53 83 51 33
84 38 54 84 51 33
85 39 54 85 51 33
86 39 54 86 51 34
87 40 55 87 51 34
88 40 55 88 51 34
89 41 55 89 52 34
90 41 56 90 52 34
91 42 56 91 52 35
92 42 56 92 52 35
93 43 57 93 53 35
94 57 94 53 35
95 57 95 53 35
96 58 96 53 36
97 58 97 53 36
98 58 98 54
99 59 99 54
100 59 100 54
101 59 101 54
102 102 54
103 103 55
104 104 55
105 105 55
106 106 55
107 107 55
108 108 56
109 109 56
110 56
111 56
112 56
113 57

備考　昇格後の号給欄中「２級」等とあるのは、その者が昇格した職務の級を示す。
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３　

改
正
条
例
附
則
適
用
職
員
に
係
る
施
行
日
以
後
の
職
務
の
級
の
一
級
上
位
の
職
務
の
級
へ
の
昇
格

（
施
行
日
か
ら
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
新
規
則
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
同
条
第
四
項
中
「
現
に
属
す
る
職
務
の
級
に
一
年
以
上
」
と
あ
る
の

は
、
「
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条

例
第
四
号
）
附
則
第
二
条
、
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
十
四
号
）
附
則
第
二
条
又
は
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号
）
附
則
第
二
条
の
規
定

に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
務
の
級
並
び
に
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
期
間
を
通
算
し
て
一
年
以
上
」

と
す
る
。

　

（
行
政
職
給
料
表
の
号
給
の
特
例
）

４　

改
正
条
例
附
則
適
用
職
員
の
う
ち
、
県
職
員
給
与
改
正
条
例
附
則
第
六
条
、
学
校
職
員
給
与
改
正

条
例
附
則
第
六
条
又
は
警
察
職
員
給
与
改
正
条
例
附
則
第
六
条
の
規
定
に
よ
り
、
行
政
職
給
料
表
の

号
給
の
特
例
を
受
け
る
職
員
に
対
す
る
新
規
則
第
三
十
条
か
ら
第
三
十
四
条
ま
で
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
第
三
十
条
第
四
項
中
及
び
第
三
十
三
条
中
「
最
高
の
号
給
」
と
あ
る
の
は
「
最
高
の
号
給
（
行

政
職
給
料
表
の
適
用
を
受
け
る
職
員
で
そ
の
職
務
の
級
が
二
級
か
ら
五
級
ま
で
で
あ
る
も
の
に
あ
つ

て
は
福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例

第
四
号
）
附
則
別
表
第
四
、
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
十
四
号
）
附
則
別
表
第
四
又
は
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号
）
附
則
別
表
第
四
に

定
め
る
最
高
の
号
給
）
」
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
新
規
則
別
表
第
三
十
一
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
同
表
の
昇
格
し
た
日
の
前
日
に
受
け
て
い
た
号
給
欄
に
百
四
十
二
号
給
か
ら
百
九
十
三
号
給

ま
で
の
号
給
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
、
同
表
三
級
か
ら
六
級
ま
で
の
欄
に
、
職
務
の
級
及
び

号
給
に
応
じ
て
附
則
別
表
に
定
め
る
号
給
が
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。

　

（
施
行
日
前
の
異
動
者
の
号
給
の
調
整
）

５　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
条
例

第
四
号
）
附
則
第
二
条
、
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
四
号
）
附
則
第
二
条
又
は
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
八
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
八
号
）
附
則
第
二
条
の
規

定
に
よ
り
そ
の
者
の
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
（
以
下
「
切
替
日
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
職
務
の

　

別
表
第
三
十
九
中　
　
　
　

を　
　
　
　
　
　

に
改
め
、　
　
　
　
　

を
削
る
。

　
　
　

附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
一
条
及
び
第

三
十
二
条
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
改
正
条
例
附
則
適
用
職
員
の
在
級
年
数
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２　

福
岡
県
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第

四
号
。
以
下
「
県
職
員
給
与
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
、
福
岡
県
公
立
学
校
職
員
の
給

与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
十
四
号
。
以
下
「
学

校
職
員
給
与
改
正
条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
又
は
福
岡
県
警
察
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
二
十
九
年
福
岡
県
条
例
第
十
七
号
。
以
下
「
警
察
職
員
給
与
改
正

条
例
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
そ
の
者
の
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施

行
日
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
職
務
の
級
を
定
め
ら
れ
た
職
員
（
以
下
「
改
正
条
例
附
則
適
用
職
員

」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
福
岡
県
の
職
員
の
初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等

の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。
）
別
表
第
六
か
ら
別
表
第
十
六
ま
で
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
の
当
該
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
職
務
の
級
（
以
下
「
新
級
」
と
い
う
。
）

に
在
級
す
る
期
間
に
人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
期
間
を
通
算
す
る
。

大学院修学休業の期間

大学院修学休業の期間

勤務時間条例第16条に規定する介護休暇

１　

２
　以下勤務時間条例第16条に規定する介護休暇
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級
を
行
政
職
給
料
表
二
級
又
は
研
究
職
給
料
表
二
級
（
以
下
「
二
級
」
と
い
う
。
）
に
定
め
ら
れ
た

職
員
並
び
に
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
の
施
行
日
に
お
け
る
号
給
に
つ
い
て
は
、

そ
の
者
が
切
替
日
に
お
け
る
職
務
の
級
を
行
政
職
給
料
表
一
級
又
は
研
究
職
給
料
表
一
級
に
定
め
ら

れ
た
も
の
と
し
て
施
行
日
に
職
務
の
級
を
異
に
す
る
異
動
等
を
し
た
も
の
と
し
た
場
合
と
の
権
衡
上

必
要
と
認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。

６　

切
替
日
に
職
務
の
級
を
二
級
に
定
め
ら
れ
た
職
員
の
う
ち
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
を
受
け
な
か

っ
た
職
員
及
び
人
事
委
員
会
の
定
め
る
こ
れ
に
準
ず
る
職
員
に
つ
い
て
は
、
切
替
日
以
後
に
お
け
る

最
初
の
昇
格
後
の
号
給
に
つ
い
て
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
を
受
け
た
職
員
と
の
権
衡
上
必
要
と

認
め
ら
れ
る
限
度
に
お
い
て
、
人
事
委
員
会
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
必
要
な
調
整
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
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附則別表（附則第４項関係）

3　級 4　級 5　級 6　級

106 60
107 60
108 60
109 60
110 60
111 61
112 61
113 61
114 61
115 61
116 61
117 61
118 62
119 62
120 62
121 62
122 72 62
123 72 62
124 72 62
125 73 63
126 73 63
127 73 63
128 74 63
129 74 63
130 74 63
131 75 63
132 75 64
133 75 64
134 83 76 64
135 83 76 64
136 83 76 64
137 84 77 64
138 84 77 64
139 84 78 65
140 84 78 65
141 85 79 65
142 85 107 79 65
143 85 108 80 65
144 85 108 80 65
145 86 109 81 65
146 86 110 82 66
147 87 111 83 66
148 87 112 84 66
149 88 113 85 66
150 88 114 86 66
151 89 115 87 66
152 89 116 88 66
153 90 117 89 67
154 90 118 67

昇格した日の前日
に受けていた号給

昇格後の号給
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155 90 119 67
156 91 120 67
157 91 121 67
158 91 122 68
159 92 123 68
160 92 124 68
161 92 125 68
162 93 126 68
163 93 127 69
164 93 128 69
165 94 129 69
166 95 130 69
167 96 131 69
168 97 132 70
169 98 133 70
170 99 134 70
171 100 135 70
172 101 136 70
173 102 137 71
174 102 138 71
175 103 139 71
176 103 140 72
177 104 141 72
178 104 72
179 105 73
180 105 73
181 106 73
182 107
183 108
184 109
185 110
186 110
187 111
188 111
189 112
190 112
191 113
192 113
193 114




